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は
じ
め
に

唐
代
の
地
方
行
政
組
織
や
村
落
組
織
、
ま
た
そ
れ
ら
を
含
む
基
層
社
会
の
構
造
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
同
時
代
の
碑
文
や
造
像
銘

な
ど
の
一
部
に
刻
ま
れ
た
石
刻
題
名
は
重
要
な
史
料
と
な
る
。
そ
れ
ら
は
主
と
し
て
発
起
人
や
施
財
人
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
史

料
に
は
記
録
さ
れ
に
く
い
人
々
の
情
報
を
ま
と
ま
っ
て
残
す
と
い
う
点
で
貴
重
な
価
値
を
持
っ
て
い
よ
う
。
各
題
名
に
は
地
方
の
官
人
、
村

落
組
織
の
責
任
者
、
村
落
社
会
の
長
老
層
、
僧
尼
や
道
士
女
冠
、
一
般
庶
民
、
書
人
や
石
工
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
人
数
は
多
い
も

の
で
数
百
人
に
の
ぼ
る
。
そ
の
た
め
、
唐
代
の
村
落
史
や
地
域
社
会
史
の
分
野
で
は
、
石
刻
題
名
の
事
例
が
早
く
よ
り
注
目
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
一
部
が
利
用
さ
れ
て
き
た （
１
）。

本
稿
が
取
り
上
げ
る
河
北
省
本
願
寺
旧
蔵
の
唐
「
金
剛
経
碑
」（
以
下
、
本
碑
）
も
そ
の
よ
う
な
碑
文
の
一
つ
で
あ
り
、
碑
陰
に
大
型
の
供

養
人
題
名
を
備
え
た
玄
宗
期
前
半
の
経
碑
で
あ
る
。
本
碑
が
こ
れ
ま
で
に
注
目
さ
れ
た
理
由
は
、
他
史
料
に
は
稀
見
の
「
郷
望
」
と
呼
ば
れ

る
在
地
有
力
者
が
碑
陰
の
供
養
人
題
名
に
多
数
登
場
す
る
た
め
で
あ
っ
た （
２
）。
唐
代
の
郷
望
に
つ
い
て
は
、
唐
代
前
期
（
開
元
年
間
ま
で
）

に
存
在
が
確
認
で
き
る
も
の
の （
３
）、
既
存
の
編
纂
文
献
に
実
例
は
み
え
ず
、
一
方
で
石
刻
史
料
に
は
具
体
的
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
た

石

野 

智

大

唐
代
玄
宗
期
の
郷
望
と
村
落
社
会

―
河
北
省
本
願
寺
旧
蔵
「
金
剛
経
碑
」
の
復
原
を
も
と
に
―
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だ
し
、
石
刻
史
料
の
事
例
も
そ
の
大
半
は
断
片
的
な
記
録
で
あ
り
、
詳
細
な
内
容
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
な
か
に
あ
っ
て
、

本
碑
に
は
五
〇
人
以
上
も
の
郷
望
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
が
一
郷
（
五
百
戸
）
内
に
存
在
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
唐
代
前
期
の
郷

望
の
実
像
を
探
る
う
え
で
、
本
碑
の
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
筆
者
が
唐
代
の
地
方
行
政
史
や
村
落
史
の
研
究
を

進
め
る
な
か
で
、
本
碑
に
注
目
す
る
理
由
も
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
。

し
か
し
、
本
碑
は
長
く
史
料
利
用
上
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
碑
の
形
態
や
文
字
の
当
否
さ
え
判
然
と
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

先
行
研
究
で
は
本
碑
の
清
代
録
文
に
基
づ
い
て
供
養
人
題
名
の
一
部
が
利
用
さ
れ
た
も
の
の
、
本
碑
の
作
製
背
景
や
供
養
人
全
体
の
構
成
に

は
注
意
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
碑
の
史
料
的
性
格
は
い
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
作
製
に
関
わ
っ
た
供
養

人
の
内
訳
も
定
か
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
供
養
人
と
し
て
登
場
す
る
郷
望
た
ち
が
村
落
社
会
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
た
か
に
つ
い

て
も
、
詳
細
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
近
年
に
筆
者
が
実
施
し
た
本
碑
の
清
代
拓
本
の
調
査
を
も
と
に
、
ま
ず
は
碑
形
の
復
原
と
新
た
な
録
文
の
提
示
を
行

い
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
本
碑
の
内
容
と
作
製
背
景
を
明
確
に
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
本
碑
の
供
養
人
題
名
に
み
え
る
郷
望
と
そ
の
他
の
郷
人

と
の
関
係
を
探
り
つ
つ
、
玄
宗
期
の
村
落
社
会
に
お
け
る
郷
望
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
た
い （
４
）。

一
、
本
願
寺
旧
蔵
「
金
剛
経
碑
」
の
復
原

（
一
）
従
来
の
史
料
情
報
と
そ
の
制
約

唐
代
玄
宗
期
の
開
元
七
年
（
七
一
九
）
に
恒
州
鹿
泉
県
（
現
在
の
河
北
省
石
家
荘
市
鹿
泉
区
）
で
作
製
さ
れ
た
「
金
剛
経
碑
」
は
、
碑
陽

に
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
を
刻
ん
だ
経
碑
で
あ
り
、
早
く
よ
り
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
き
た
唐
碑
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
清
代
の

乾
隆
年
間
以
降
の
石
刻
書
や
地
方
志
に
は
、
本
碑
の
題
跋
が
比
較
的
多
く
残
さ
れ
て
い
る （
５
）。

こ
れ
ら
の
題
跋
は
史
料
名
や
所
在
地
な
ど
を
簡
潔
に
記
し
た
も
の
が
多
く
、
詳
細
な
史
料
情
報
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
本
碑
の
旧
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態
を
知
る
う
え
で
は
貴
重
な
記
録
と
な
る
。
そ
の
な
か
で
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
が
、
道
光
二
十
二
年
（
一
八
四
二
）
の
序
を
持
つ
沈
濤

『
常
山
貞
石
志
』
巻
八
・
唐
五
の
題
跋
で
あ
っ
た （
６
）。
そ
こ
に
お
い
て
、
本
碑
の
形
態
が
具
体
的
に
記
録
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
碑
陰
の
録
文
が

初
め
て
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
碑
陽
は
「
経
文
不
録
」
と
し
て
省
略
さ
れ
て
い
る
）。

金�

剛
経
碑
〈
碑
高
八
尺
二
寸
二
分
、
広
四
尺
六
分
。
五
十
行
、
行
一
百
二
字
、
正
書
。
額
題
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
、
八
字
四
行
、
正
書
。

有
碑
陰
。
開
元
七
年
四
月
八
日
立
。
今
在
獲
鹿
県
城
内
本
願
寺
。〉
…
（
中
略
）
…

碑�

陰
〈
三
截
。
上
截
左
方
九
行
、
草
書
、
右
方
三
行
、
正
書
、
並
左
行
。
中
截
記
讃
、
五
十
行
、
行
十
三
字
。
下
截
郷
望
・
経
主
題
名

二
列
、
上
列
五
十
三
行
、
下
列
五
十
二
行
、
行
字
不
等
、
並
正
書
。〉

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
碑
の
碑
陽
は
正
書
で
縦
「
八
尺
二
寸
二
分
」（
約
二
六
三
㎝
）、
横
「
四
尺
六
分
」（
約
一
三
〇
㎝
）、
全
五
〇
行
で
一

行
字
数
は
一
〇
二
字
と
あ
り
、
碑
額
に
は
正
書
で
「
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
」（
四
行
八
字
）
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
一
方
、
碑
陰
は
三
段

か
ら
な
っ
て
お
り
、
上
段
は
左
側
九
行
が
草
書
、
右
側
三
行
が
正
書
で
と
も
に
左
書
き
と
あ
る
。
そ
の
下
部
に
位
置
す
る
中
段
は
五
〇
行
、

一
行
字
数
が
一
三
字
で
「
讃
」
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
下
段
は
郷
望
・
経
主
の
題
名
二
列
で
と
も
に
正
書
、
上
列
は
五
三
行
、
下
列
は
五
二
行

で
一
行
字
数
は
揃
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
題
跋
の
後
に
は
碑
陰
の
録
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
年
代
的
に
早
い
時
期
の
録
文

と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る （
７
）。

『
常
山
貞
石
志
』
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
碑
は
当
時
獲
鹿
県
城
内
の
本
願
寺
に
現
存
す
る
碑
文
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
清
代
後
期
に
編

纂
さ
れ
た
石
刻
書
や
地
方
志
で
も
、
本
碑
は
「
獲
鹿
」、「
本
願
寺
」、「
獲
鹿
本
願
寺
」
の
碑
刻
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り （
８
）、
清
末
ま

で
当
地
に
現
存
し
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
十
月
二
十
六
日
に
仏
教
史
学
者
の
小
笠
原
宣
秀
氏
が

獲
鹿
県
の
本
願
寺
を
訪
れ
、
本
碑
を
実
見
し
た
記
録
を
残
し
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
よ
う （
９
）。
獲
鹿
県
新
民
会
の
和
田
武
夫
氏
の
案
内
で
本

願
寺
を
訪
れ
た
小
笠
原
氏
は
、
本
願
寺
境
内
の
略
図
を
書
き
留
め
る
と
と
も
に
、
境
内
に
置
か
れ
て
い
た
本
碑
の
状
態
に
も
言
及
し
て
い

た （
10
）。
し
た
が
っ
て
、
一
九
四
〇
年
代
の
初
め
に
も
本
碑
が
本
願
寺
の
境
内
に
保
存
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
在
す
で
に
本
願
寺
は
存
在
せ
ず
、
そ
こ
に
建
て
ら
れ
て
い
た
本
碑
の
所
在
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
一
九
九
八
年
に
刊
行
さ
れ
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た
『
獲
鹿
県
志
』
の
附
表
「
獲
鹿
県
旧
寺
廟
一
覧
表
」
に
は
、
本
願
寺
を
「
久
廃
」
と
記
し
て
お
り （
11
）、
こ
れ
以
前
の
約
半
世
紀
の
間
に
寺

院
そ
の
も
の
が
廃
さ
れ
て
い
た
。
本
願
寺
が
衰
滅
す
る
過
程
で
本
碑
も
失
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
原
碑
の
所
在
不
明
と
い
う
事

情
に
加
え
て
、
本
碑
は
『
常
山
貞
石
志
』
以
降
に
詳
細
な
史
料
情
報
が
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、
拓
本
写
真
も
史
料
集
な
ど
に
収
録
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
碑
を
利
用
す
る
に
は
、
碑
の
形
態
、
文
字
の
当
否
、
供
養
人
題
名
の
配
列
な
ど
が
定
か
で
は
な
い
清
代
の
記
事

や
録
文
に
依
拠
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
が
続
い
て
き
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
本
碑
の
形
態
復
原
と
新
録
文
の
提
示

と
こ
ろ
が
近
年
に
な
っ
て
、
筆
者
は
北
京
大
学
図
書
館
に
本
碑
（
碑
陽
・

碑
陰
）
の
拓
本
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
平
成
二
十
六
年
（
二

〇
一
四
）
十
一
月
十
三
日
に
清
代
拓
本
（
請
求
記
号
：
Ａ
一
四
一
四
五
〇

と
〇
八
一
五
四
）
を
閲
覧
す
る
機
会
を
得
た （
12
）。
ま
た
、
京
都
大
学
人
文

科
学
研
究
所
附
属
東
ア
ジ
ア
人
文
情
報
学
研
究
セ
ン
タ
ー
に
は
、
北
京
大

学
所
蔵
拓
本
に
含
ま
れ
て
い
な
い
碑
陽
最
上
部
の
碑
首
の
拓
本
（
№
Ｔ
Ｏ

Ｕ
一
〇
三
九
Ａ
）
が
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き （
13
）、
平
成
三
十
一

年
（
二
〇
一
九
）
三
月
四
日
に
そ
の
実
見
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
ら
国
内
外
の
研
究
機
関
に
残
る
本
碑
の
拓
本
は
、
碑
の
形
態
や
既
存

録
文
の
当
否
を
考
え
る
う
え
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

本
碑
は
所
在
不
明
の
石
刻
史
料
で
あ
り
、
す
で
に
碑
は
失
わ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
形
態
は
北
京
大
学
と
京
都
大
学
の
所
蔵
拓
本

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
図
１
の
よ
う
に
復
原
で
き
る
。
さ
ら
に
、
本
碑
の

図１　唐「金剛経碑」の形態復原

出所：筆者作成。
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な
か
で
も
重
要
な
碑
陰
の
刻
字
は
、
北
京
大
学
所
蔵
の
清
代
拓
本
で
あ
る
図
２
と
『
常
山
貞
石
志
』
所
載
の
清
代
録
文
と
を
対
照
し
、
新
た

な
録
文
で
あ
る
図
３
を
提
示
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

今
回
の
碑
形
の
復
原
で
は
、
碑
両
側
の
幅
、
仏
龕
内
の
尊
像
、
碑
座
の
存
在
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
碑
陽
は
縦
三
三
六
㎝
（
碑
身
の
み

は
二
六
二
㎝
）、
横
一
三
〇
㎝
で
あ
り
、
碑
首
と
碑
身
の
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
、
前
掲
の
『
常
山
貞
石
志
』
が

記
録
し
た
大
き
さ
（
縦
約
二
六
三
㎝
×
横
約
一
三
〇
㎝
）
は
碑
の
全
体
で
は
な
く
、
碑
身
の
み
を
指
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
よ
う
。

碑
陽
の
碑
首
の
部
分
は
圭
首
で
仏
龕
（
尊
像
は
不
明
）
が
あ
り
、
そ
の
下
に
位
置
す
る
碑
額
に
は
「
金
剛
／
般
若
／
波
羅
／
蜜
経
」
の
文

字
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
碑
身
に
は
鳩
摩
羅
什
訳
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
の
経
文
を
刻
ん
で
お
り
、
末
尾
の
「
真
言
」
を
除
い
て
ほ
ぼ
全
文

が
確
認
で
き
る （
14
）。

碑
陰
の
大
き
さ
は
碑
陽
に
同
じ
と
推
察
す
る
が
、
北
京
大
学
所
蔵
の
清
代
拓
本
は
碑
身
の
み
で
あ
り
、
碑
首
の
部
分
は
不
詳
で
あ
る
。
碑

陰
の
内
容
は
、
上
段
が
造
碑
記
・「
金
剛
般
若
石
経
讃
并
序
」・
供
養
人
題
名
で
五
〇
行
、
中
段
の
供
養
人
題
名
が
五
三
行
、
下
段
の
供
養
人

題
名
が
五
三
行
（
三
八
行
目
は
空
行
の
た
め
、
実
際
は
五
二
行
分
）
で
あ
り
、
大
き
く
は
三
段
か
ら
な
る
。
先
に
み
た
『
常
山
貞
石
志
』
で

は
碑
陰
の
供
養
人
題
名
二
列
分
を
下
段
と
し
て
一
括
す
る
が
、
各
列
の
供
養
人
の
肩
書
は
お
お
よ
そ
「
郷
望
」
と
「
経
主
」
に
分
か
れ
て
お

り
、
中
段
・
下
段
と
分
け
て
理
解
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
上
段
の
さ
ら
に
上
部
に
は
最
上
段
と
呼
ぶ
べ
き
部
分
が
あ
り
、
左
書
き
で
三
箇

所
に
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
文
字
は
判
読
し
づ
ら
い
部
分
も
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
筆
で
そ
の
下
部
に
位
置
す
る
三
段
と
は
字
体
や
内
容

が
明
ら
か
に
異
な
っ
て
お
り
、
本
碑
作
製
後
に
刻
ま
れ
た
遊
人
題
記
（
来
訪
・
閲
覧
し
た
人
物
に
よ
る
書
き
つ
け
）
で
あ
る （
15
）。
そ
の
た
め
、

本
来
の
碑
陰
は
図
１
～
３
で
示
し
た
上
中
下
の
三
段
で
あ
り
、
本
稿
で
は
そ
れ
を
検
討
の
対
象
と
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
碑
の
拓
本
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
は
分
か
ら
な
か
っ
た
碑
の
形
態
を
把
握
し
、
よ
り
正
確
な
文
字

内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
供
養
人
題
名
の
配
列
が
明
ら
か
と
な
り
、
清
代
に
作
成
さ
れ
た
碑
陰
録
文
の
文
字
が
全
面
的
に
訂
正

さ
れ
た
こ
と
で
、
史
料
利
用
上
の
問
題
点
は
大
き
く
改
善
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
本
碑
の
内
容
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
の
で
あ
る （
16
）。
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図２　唐「金剛経碑」碑陰（上中下段）の拓本写真

出所：北京大学図書館所蔵清代拓本（Ａ一四一四五〇）
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そ
れ
で
は
、
そ
も
そ
も
本
碑
は
ど
の
よ
う
な
背
景
を
も
っ
て
作
製
さ
れ
た
経
碑
で
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
そ
の
作
製
に
は
ど
の
よ
う
な
人
々

が
関
与
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
提
示
し
た
新
た
な
録
文
を
も
と
に
、
次
節
で
は
こ
れ
ら
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
な
お
、

以
下
の
本
文
に
お
い
て
、
碑
文
中
の
文
字
は
全
て
常
用
字
で
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

二
、
本
碑
の
作
製
背
景
と
そ
の
供
養
人

（
一
）
本
願
寺
僧
の
勧
化
と
郷
望
た
ち
の
仏
教
信
仰

本
碑
の
作
製
背
景
を
考
え
る
う
え
で
最
も
重
要
な
史
料
は
、
碑
陰
の
上
段
に
刻
ま
れ
る
造
碑
記
と
「
金
剛
般
若
石
経
讃
并
序
」
で
あ
り
、

立
碑
の
年
月
日
や
目
的
、
経
碑
作
製
の
中
心
人
物
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
碑
陰
上
段
の
一
～
四
行
目
に
刻
ま
れ
た
造
碑
記
に
は
、

開
元
七
年
歳
次
己
未
四
月
八
日
、
恒
州
鹿
泉
県
崇
善
郷
望
五
十
人
等
、
開
元
神
武
皇
帝
、
州
県
官
僚
、
師
僧
父
母
が
奉た為
め
、
下
は
法

界
の
蒼
生
に
及
び
、
敬
み
造
り
て
建
立
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
本
碑
は
開
元
七
年
（
七
一
九
）
四
月
八
日
の
釈
迦
降
誕
日
（
仏
生
日
）
に
お
い
て
、
恒
州
鹿
泉
県
崇
善
郷
の
郷
望
五
〇
人

等
が
中
心
と
な
り
建
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
誰
の
た
め
の
造
碑
か
を
示
す
奉
為
の
対
象
に
は
、
現
世
皇
帝
で
あ
る
「
開
元
神
武
皇
帝
」（
玄

宗
）、
州
県
の
官
僚
、
師
僧
、
父
母
が
記
さ
れ
て
お
り
、
付
加
的
に
「
法
界
蒼
生
」（
あ
ら
ゆ
る
衆
生
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
と
あ
わ
せ
て
、
本
碑
の
作
製
背
景
を
伝
え
る
の
が
「
金
剛
般
若
石
経
讃
并
序
」
の
序
の
部
分
（
五
～
四
一
行
目
）
で
あ
っ
た
。
そ
の

冒
頭
に
あ
た
る
六
～
一
〇
行
目
で
は
、

応
に
知
る
べ
し
、
先
聖
の
六
経
、
古
賢
の
百
氏
、
深
き
を
鉤さ
ぐ

り
て
遠
き
を
致
す
も
、
未
だ
苦
集
の
川
を
済わ
た

ら
ず
、
化
に
任
せ
て
時
に
安

ん
ず
る
も
、
終
に
滅
道
の
界
に
迷
う
を
。
真
自
在
を
得
て
、
正
遍
知
を
号
し
、
教
は
三
乗
を
□
し
、
業
は
十
度
を
弘
め
、
必
ず
生
老
病

死
を
超
え
、
而
し
て
常
楽
我
浄
な
る
を
証
す
る
に
如し

か
ず
。
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出
所
：
�筆
者
作
成
。
録
文
の
作
成
に
際
し
て
は
基
本
的
に
原
字
を
採
用
し
た
が
、
一
部
の
異
体
字
は
常
用
字
に
改
め
た
。
ま
た
、『
常
山
貞
石
志
』
の
録
文
か
ら
復
原
し
た

文
字
は
そ
の
他
の
文
字
と
区
別
し
て
ゴ
チ
ッ
ク
で
表
記
し
た
。
録
文
中
の
四
角
囲
み
の
文
字
は
残
画
か
ら
推
補
可
能
な
文
字
、「
□
」
は
判
読
不
可
の
文
字
を
示

し
、「
…
」
は
正
確
な
欠
字
数
が
不
明
で
左
右
の
行
か
ら
欠
字
の
範
囲
が
お
お
よ
そ
特
定
で
き
る
箇
所
を
指
す
。
な
お
、「［
」
よ
り
下
は
欠
損
や
磨
滅
に
よ
り
文
字

の
有
無
が
判
然
と
し
な
い
部
分
で
あ
る
。
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と
あ
り
、
古
来
の
儒
教
経
典
や
諸
子
百
家
の
思
索
に
基
づ
く
よ
り
も
仏
教
を
信
仰
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
主
張
す
る
。
と
く
に
、『
易
経
』
繋

辞
上
伝
を
典
拠
と
す
る
「
鉤
深
致
遠
」
や
『
荘
子
』
養
生
主
篇
第
三
に
基
づ
く
「
任
化
安
時
」
の
表
現
が
批
判
的
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
の
を

み
れ
ば （
17
）、
儒
仏
道
の
三
教
優
劣
論
の
な
か
で
仏
教
の
優
位
を
説
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る （
18
）。
ま
た
、
一
〇
～
二
二
行
目
に
は
仏

典
の
な
か
で
も
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
の
重
要
性
を
強
調
し
て
お
り
、
そ
れ
を
「
誠
に
出
□
の
妙
門
、
至
聖
の
洪
範
と
謂
う
べ
き
者
な
り
」

と
称
賛
し
て
い
た
。
以
上
で
み
た
序
の
前
半
部
分
は
、
仏
教
を
信
仰
す
る
必
然
性
、
と
く
に
大
乗
経
典
で
あ
る
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
に

基
づ
い
て
信
仰
実
践
を
行
う
理
由
を
述
べ
た
部
分
と
い
え
よ
う （
19
）。

し
か
し
、
本
稿
が
注
目
す
る
の
は
序
の
後
半
部
分
で
あ
り
、
そ
こ
に
本
碑
に
関
わ
る
重
要
人
物
と
し
て
、
本
願
寺
僧
の
智
琇
と
在
家
信
者

の
趙
仁
審
が
登
場
す
る
こ
と
で
あ
る
。
智
琇
に
つ
い
て
、
序
の
二
二
～
三
〇
行
目
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

本
願
寺
の
法
師
の
智
琇
な
る
者
、
俗
姓
は
閻
氏
、
石
邑
の
人
な
り
。
心
を
調
え
て
正
観
し
、
徳
を
毓は
ぐ
くみ

て
聞
思
し
、
行
業
は
精
純
に
し

て
、
弁
才
は
通
利
た
り
。
百
千
仏
所
、
已
に
善
根
を
種
え
、
十
二
部
中
、
能
く
奥
旨
を
宣あ
き

ら
か
に
す
。
鹿
泉
県
崇
善
郷
望
五
十
人
等
を

勧
化
す
る
や
、〔
郷
望
五
十
人
等
は
〕
生
死
の
苦
を
猒い
と

い
、
解
脱
の
楽
を
□
し
、
社
会
を
革あ
ら
ため

て
法
会
を
鼎あ
ら
ため

、
罪
根
を
抜
き
て
善
根
を

種
え
、
月
は
三
長
を
取
り
、
斎
は
八
戒
を
持
し
、
同
に
法
薬
を
喰
ら
い
、
共
に
禅
林
に
庇よ

る
。

す
な
わ
ち
、
本
願
寺
の
法
師
で
あ
る
智
琇
は
品
行
・
能
力
と
も
に
優
れ
た
仏
僧
と
し
て
当
地
で
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
鹿
泉

県
崇
善
郷
の
郷
望
五
〇
人
等
を
勧
化
し
、
彼
ら
の
信
仰
心
を
高
め
る
役
割
を
担
っ
た
。
こ
の
結
果
、
崇
善
郷
で
は
「
社
会
を
革
め
て
法
会
を

鼎
め
」
ら
れ
た
と
い
う
。
対
句
的
に
用
い
ら
れ
た
「
革
」・「
鼎
」
の
二
字
は
、『
易
経
』
雑
卦
伝
の
「
革
去
故
也
、
鼎
取
新
也
。（
革
は
故ふ
る

き

を
去
る
な
り
、
鼎
は
新
し
き
を
取
る
な
り
。）」
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
り
、
前
者
は
古
い
も
の
を
取
り
去
る
、
後
者
は
新
し
い
も
の
を
取
り

入
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
碑
文
に
従
え
ば
、
旧
来
の
「
社
会
」
を
取
り
や
め
、
仏
教
信
仰
に
基
づ
く
「
法
会
」
を
新
た
に
結
成
し
た
こ
と

に
な
ろ
う （
20
）。
こ
こ
で
「
法
会
」
と
対
句
の
関
係
に
あ
る
「
社
会
」
の
語
義
に
つ
い
て
は
、
曾
我
部
静
雄
氏
が
つ
と
に
検
討
を
加
え
て
お
り
、

本
来
は
春
秋
二
社
の
会
合
の
意
味
で
あ
っ
た
が
、
唐
代
頃
よ
り
他
の
信
仰
団
体
に
ま
で
応
用
さ
れ
て
徐
々
に
包
含
す
る
範
囲
が
広
く
な
り
、

宋
代
（
と
く
に
南
宋
代
）
に
な
る
と
宗
教
関
係
の
み
な
ら
ず
、
組
合
、
団
体
、
集
ま
り
な
ど
を
表
わ
す
一
般
名
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
っ
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た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る （
21
）。
ま
た
唐
代
前
期
の
「
社
」
そ
の
も
の
に
注
目
す
れ
ば
、『
唐
会
要
』
巻
二
二
・
社
稷
所
引
の
咸
亨
五
年
（
六

七
四
）
三
月
十
日
詔
に
は
、
伝
統
的
な
「
春
秋
二
社
」
の
他
に
、
宗
族
な
ど
血
縁
関
係
（「
当
宗
」）
や
仏
教
信
仰
（「
邑
義
」）、
そ
の
他
の

種
々
の
目
的
（「
諸
色
等
」）
に
基
づ
い
て
結
成
さ
れ
た
「
社
」
が
存
在
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る （
22
）。
さ
ら
に
南
北
朝
時
代
か
ら
唐
五

代
に
か
け
て
は
、
旧
来
の
春
秋
二
社
に
も
仏
教
文
化
の
影
響
が
強
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る （
23
）。
そ
の
た
め
、
本
碑
に
み
え
る
「
社

会
」
の
性
格
を
字
句
上
か
ら
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
本
碑
が
儒
仏
道
の
三
教
優
劣
に
言
及
す
る
仏
教
石
刻
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

「
鼎
法
会
」
の
対
句
で
あ
る
「
革
社
会
」
の
語
は
仏
教
以
外
の
宗
教
に
対
す
る
否
定
的
言
説
と
し
て
使
用
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
本
願
寺
僧
の
智
琇
の
勧
化
を
契
機
と
し
、
崇
善
郷
内
で
郷
望
た
ち
に
よ
っ
て
「
法
会
」
が
新
た
に
結
成
さ
れ
た
と
い
う
点
の
み
に
注
目
し

て
お
き
た
い
。
こ
の
よ
う
な
郷
単
位
の
「
法
会
」
に
は
、
郷
望
に
加
え
て
他
の
俗
人
た
ち
も
多
く
参
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
郷
望

た
ち
在
家
信
者
は
、
三
長
斎
（
正
月
、
五
月
、
九
月
）
に
八
戒
を
守
る
生
活
を
送
る
と
と
も
に
、
仏
教
の
教
え
を
学
び
身
に
つ
け
て
い
た
。

以
上
の
内
容
を
み
れ
ば
、
本
願
寺
僧
の
智
琇
の
勧
化
に
よ
っ
て
郷
望
た
ち
が
仏
教
を
熱
心
に
信
仰
し
は
じ
め
、
そ
れ
が
本
碑
作
製
の
契
機
と

な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

続
け
て
、
二
人
目
の
登
場
人
物
で
あ
る
趙
仁
審
に
目
を
向
け
て
み
た
い
。
序
の
三
〇
～
三
六
行
目
に
は
、

次
に
清
信
士
の
趙
仁
審
な
る
者
有
り
、
身
は
俗
流
に
処
る
も
、
心
は
妙
理
を
専
ら
に
す
。
長
者
（
須
達
長
者
）
地
を
買
う
に
、
金
を
傾

く
る
を
難
し
と
せ
ず
、
仙
人
（
五
通
仙
人
の
弟
子
の
弥
却
摩
納
）
塗
を
掩
う
に
、
寧
く
ん
ぞ
髪
を
布
く
を
辞
せ
ん
や
。
僉
な
労
生
尽
く

し
易
く
、
至
教
聞
き
難
し
と
謂
う
も
、
雪
山
（
雪
山
大
士
）
師
を
敬
い
、
身
を
致
し
て
供
に
充
て
、
波
崙
（
薩
陀
波
崙
）
道
を
重
ん
じ
、

血
を
以
て
塵
を
灑す
す

ぐ
。
未
だ
皮
を
剥
ぎ
て
書
に
用
い
る
能
わ
ず
、    
其 

の
□
石
を 

見 

て
字
を
為つ
く

り
、
此
の
経
典
を
留
む
。

と
あ
り
、
在
家
信
者
で
あ
っ
た
趙
仁
審
が
い
か
に
篤
く
仏
教
を
信
仰
し
、
経
碑
の
作
製
に
関
わ
っ
て
い
た
か
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
文
中
に

は
、
祇
園
精
舎
の
土
地
を
購
入
し
て
釈
迦
を
迎
え
た
須
達
長
者
の
故
事
、
仏
教
の
教
え
を
聞
く
た
め
に
身
を
犠
牲
に
し
た
雪
山
大
士
の
故
事

な
ど
が
散
見
し
て
お
り
、
趙
仁
審
の
貢
献
と
は
経
済
的
・
身
体
的
負
担
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
知
さ
れ
よ
う
。
そ
の
際
に
『
荘
子
』

を
踏
ま
え
た
「
労
生
易
尽
」（
大
宗
師
篇
第
六
）
や
「
至
教
難
聞
」（
漁
父
篇
第
三
一
）
の
文
言
が
批
判
的
な
文
脈
で
使
用
さ
れ
る
の
は
、
三

－11－

唐
代
玄
宗
期
の
郷
望
と
村
落
社
会
（
石
野
）



教
優
劣
論
の
な
か
で
仏
教
の
優
位
を
主
張
す
る
本
碑
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
清
信
士
」
と
あ
る
趙
仁
審
は
、
碑
陰
中
段
の
五
二
行
目
に

も
「
□
□
都
検
校
維
那
趙
仁
審
」
と
し
て
登
場
す
る
。
供
養
人
題
名
の
前
後
の
配
列
か
ら
二
字
分
の
欠
字
は
「
郷
望
」
と
判
断
で
き
、「
都
検

校
維
那
」
の
肩
書
は
在
家
信
者
側
の
責
任
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る （
24
）。
つ
ま
り
、
趙
仁
審
も
智
琇
に
勧
化
さ
れ
た
鹿
泉
県
崇
善
郷

の
郷
望
の
一
人
で
あ
り
、
在
家
信
者
た
ち
の
代
表
も
し
く
は
世
話
役
と
し
て
本
碑
の
建
立
に
深
く
関
与
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
本
碑
の
作
製
目
的
に
つ
い
て
は
、
序
の
三
七
～
四
〇
行
目
に
、

聖
種
爰こ
こ

に
植
え
、
護
念
の
徳
懐
う
べ
し
、
覚
路
□
通
し
、
付
属
の
功
墜
ち
ず
。 

吉
祥  

（
釈
迦
か
）
の
過
去
、
已
に
蠡
鼓
の
音
を
伝
え
、

慈
氏
（
弥
勒
）
の
当
来
、
更
に
百
千
の
熖
を
続つ

ぐ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
諸
仏
の
加
護
に
思
い
を
い
た
す
と
と
も
に
、
過
去
か
ら
伝
わ
る
仏
教
の
教
説
を
さ
ら
に
後
世
へ
伝
え
て
い
く
こ
と
を
企
図

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
仏
教
的
善
行
と
な
る
本
碑
（
石
経
）
の
作
製
も
、
郷
望
た
ち
在
家
信
者
が
結
成
し
た
法
会
の
活
動
の
一
環
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
二
）
本
碑
作
製
の
協
力
者
た
ち

先
の
検
討
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
碑
の
作
製
で
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
の
は
、
本
願
寺
僧
の
智
琇
に
勧
化
さ
れ
た
郷
望
た
ち
で
あ
っ

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
碑
陰
の
上
段
に
は
造
碑
主
（
発
起
人
）
と
し
て
「
恒
州
鹿
泉
県
崇
善
郷
望
五
十
人
等
」
が
明
記
さ
れ
、
そ
れ
に
対
応
し
て

中
段
に
は
郷
望
の
称
号
を
持
つ
者
た
ち
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
碑
作
製
時
の
協
力
者
（
ま
た
は
出
資
者
）
は
決
し
て
郷
望
の
み

で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
明
示
す
る
の
が
、
碑
陰
の
三
段
に
わ
た
っ
て
刻
ま
れ
た
供
養
人
題
名
の
内
容
で
あ
る
。

本
碑
の
碑
陰
（
と
く
に
下
段
）
は
清
代
に
は
す
で
に
磨
滅
が
進
ん
で
お
り
、
拓
本
か
ら
も
人
名
や
肩
書
な
ど
を
全
て
読
み
取
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
新
録
文
か
ら
判
明
し
た
供
養
人
の
内
訳
と
そ
の
記
載
箇
所
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の
①
～
④
の
配
列
が
浮
か

び
上
が
る
。

①
上
段
の
五
〇
行
目
と
中
段
の
一
～
二
行
目
：
僧
尼
五
人
（
僧
四
人
、
尼
一
人
）
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②
中
段
の
三
～
五
三
行
目
：
郷
望
五
一
人
と
そ
の
家
族
、
俗
人
一
人
と
そ
の
家
族

③
下
段
の
一
～
三
七
行
目
：
俗
人
六
五
人
と
そ
の
家
族
、
尼
二
人

④
下
段
の
三
九
～
五
一
行
目
：
僧
尼
三
八
人
（
僧
六
人
、
尼
三
一
人
、
不
明
一
人
）
と
そ
の
家
族
、
俗
人
二
人
と
そ
の
家
族

現
在
確
認
で
き
る
供
養
人
の
延
べ
人
数
（
併
記
さ
れ
る
家
族
は
除
く
）
は
、
僧
尼
四
五
人
（
僧
一
〇
人
、
尼
三
四
人
、
不
明
一
人
）、
郷
望

五
一
人
、
そ
の
他
の
俗
人
六
八
人
で
あ
り
、
合
計
で
一
六
四
人
と
な
る
。

本
碑
の
性
格
は
経
碑
で
あ
り
、
ま
た
本
願
寺
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
供
養
人
題
名
に
も
多
く
の
僧
尼
が
名
を
列
ね
て
い
た
。
①
・
③
・

④
の
僧
尼
に
は
所
属
寺
院
が
明
記
さ
れ
な
い
も
の
の
、
①
の
冒
頭
に
武
周
長
安
二
年
（
七
〇
二
）
の
経
幢
作
製
で
発
起
人
と
し
て
活
動
し
た

本
願
寺
僧
の
知ち

愻そ
ん

が
「
経
主
前
都
維
那
僧
知
愻
」
と
し
て
現
れ
て
お
り （
25
）、
次
い
で
崇
善
郷
の
郷
望
た
ち
を
勧
化
し
た
本
願
寺
僧
の
智
琇
が

「
経
主
法
師
僧
智
琇
」
と
確
認
で
き
る
の
を
み
れ
ば
、
本
碑
中
の
僧
尼
の
な
か
で
本
願
寺
僧
が
中
心
に
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
に
続
く
②
に
は
、
一
行
ご
と
に
郷
望
の
称
号
を
持
つ
者
と
そ
の
家
族
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
趙
仁
審
の
題
名
（
五
二
行

目
）
は
冒
頭
の
二
字
を
欠
く
も
の
の
、
先
述
し
た
よ
う
に
前
後
の
配
列
か
ら
「
郷
望
」
と
推
定
で
き
る
。
ま
た
、「 

郷 

望
録
事
陪
戎
校
尉
馮

君
仵
、
妻
張
、
息
嘉
贍
」（
八
行
目
）
と
「
郷 

望 
郷
博
士 

畢 

武
之
」（
三
二
行
目
）
は
、
本
碑
よ
り
前
の
景
龍
年
間
（
七
〇
七
～
七
一
〇
）
に

作
製
さ
れ
た
「
本
願
寺
石
幢
」
に
も
崇
善
郷
の
供
養
人
（「
幢
主
」）
と
し
て
登
場
し
て
お
り （
26
）、
②
の
郷
望
が
崇
善
郷
の
郷
望
で
あ
る
こ
と

を
裏
づ
け
る
。「
経
主
畢
世 

策 

」（
二
五
行
目
の
下
部
）
の
題
名
は
例
外
的
な
配
置
で
あ
る
が
、
前
行
の
郷
望
畢
待
進
の
題
名
と
寄
り
添
う
よ

う
に
刻
ま
れ
て
お
り
、
同
族
の
記
載
を
ま
と
め
た
蓋
然
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
五
一
～
五
三
行
目
に
も
あ
り
、
趙
仁
審
の
題
名
の

左
右
下
部
に
は
彼
の
娘
や
同
姓
の
人
物
の
題
名
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
三
一
～
三
二
行
目
の
行
頭
が
半
角
下
が
っ
て
い
る
の
は
、
拓

本
を
確
認
す
る
限
り
、
原
石
の
傷
や
欠
損
を
避
け
て
文
字
を
刻
ん
だ
た
め
か
と
推
測
さ
れ
る
。

③
と
④
で
は
、
供
養
人
が
俗
人
か
僧
尼
か
を
問
わ
ず
、
ほ
ぼ
全
行
に
わ
た
っ
て
行
頭
に
「
経
主
」
の
文
言
が
刻
ま
れ
る （
27
）。
た
だ
し
、
こ

こ
で
は
一
行
中
に
複
数
の
人
物
の
題
名
が
あ
り
、
下
方
に
位
置
す
る
題
名
に
は
「
経
主
」
の
肩
書
を
省
略
し
た
も
の
も
多
い
。
ま
た
、
本
碑

に
登
場
す
る
俗
人
に
つ
い
て
も
、
他
の
供
養
人
と
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
、
大
半
の
人
物
に
は
所
属
の
地
名
が
省
略
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
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俗
人
の
題
名
で
は
他
地
域
の
者
（
下
段
の
二
三
、
三
〇
行
目
）
に
は
姓
名
の
前
に
具
体
的
な
地
名
が
附
さ
れ
て
お
り
、
一
方
で
地
名
を
附
さ

な
い
「
経
主
州
市
令
畢
行
瑜
」（
二
五
行
目
）
や
「
経
主
上
柱
国
邵
仁
重
」（
二
行
目
）
は
、
先
述
し
た
「
本
願
寺
石
幢
」
か
ら
崇
善
郷
の
郷

人
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る （
28
）。
こ
の
よ
う
な
崇
善
郷
内
の
在
家
信
者
に
対
す
る
地
名
の
省
略
は
、
②
に
列
挙
さ
れ
た
郷
望
に
も
共

通
す
る
事
柄
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
碑
中
で
地
名
記
載
の
な
い
俗
人
こ
そ
が
崇
善
郷
の
郷
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
本
碑
の
供
養
人
は
主
と
し
て
本
願
寺
僧
を
中
心
と
し
た
僧
尼
と
崇
善
郷
の
在
家
信
者
か
ら
な
り
、
そ
の
在
家
信

者
は
郷
望
と
そ
の
他
の
郷
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
郷
望
の
称
号
を
持
つ
者
と
持
た
な
い
者

が
同
一
郷
内
に
併
存
し
て
い
た
こ
と
も
明
確
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
本
碑
中
で
在
家
信
者
と
し
て
登
場
す
る
郷
望
と
そ
の
他
の
郷
人
（
郷

望
の
称
号
を
持
た
な
い
者
）
に
は
、
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
の
か
。
次
節
で
は
、
こ
の
問
題
の
検
討
を
通
し
て
、
村
落

内
で
の
郷
望
の
位
置
づ
け
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。

三
、
鹿
泉
県
崇
善
郷
の
郷
望
と
郷
人

（
一
）
郷
望
の
称
号
を
持
つ
者

本
碑
に
登
場
す
る
郷
望
の
人
数
に
つ
い
て
、
造
碑
記
で
は
「
恒
州
鹿
泉
県
崇
善
郷
望
五
十
人
等
」
と
概
数
を
記
す
も
の
の
、
供
養
人
題
名

に
は
先
述
し
た
趙
仁
審
も
含
め
て
五
一
人
が
確
認
で
き
る
。
先
行
す
る
杉
井
一
臣
氏
や
劉
淑
芬
氏
の
研
究
で
は
郷
望
の
人
数
を
五
二
人
と
記

す
が （
29
）、
そ
の
理
由
は
両
氏
の
依
拠
し
た
『
常
山
貞
石
志
』
の
録
文
が
下
段
一
行
目
の
冒
頭
に
あ
る
「
経
主
」
の
文
字
を
誤
っ
て
「
郷
望
」

と
採
録
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
郷
望
」
の
称
号
に
関
し
て
注
意
す
べ
き
は
、
碑
陰
上
段
の
造
碑
記
に
「
郷
望
五
十
人
等
」
と
あ

り
、
そ
れ
に
対
応
し
て
中
段
に
五
一
人
の
郷
望
が
列
挙
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
く
と
、
郷
望
の
称
号
は
あ
く
ま
で
個
人
に

付
与
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
家
族
（
本
碑
中
で
は
母
、
弟
、
妹
、
妻
、
息
子
、
娘
）
に
は
及
ん
で
い
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る （
30
）。

こ
れ
ら
郷
望
五
一
人
の
う
ち
、
郷
望
の
称
号
の
み
の
者
は
二
〇
人
、
郷
望
と
あ
わ
せ
て
官
名
や
職
名
な
ど
を
持
つ
者
は
二
七
人
（
前
任
を
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含
む
）、
本
碑
作
製
時
の
役
職
で
あ
る
「
都
検
校
維
那
」
が
一
人
お
り
、
そ
の
他
の
三
人
は
磨
滅
の
た
め
不
明
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
分
か
る
よ

う
に
、
郷
望
の
な
か
に
は
官
職
を
保
有
す
る
者
、
無
位
無
官
の
者
が
と
も
に
確
認
で
き
、
そ
の
範
囲
は
官
吏
と
庶
民
の
い
ず
れ
か
に
偏
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
郷
望
と
な
る
基
準
が
王
朝
の
授
与
し
た
官
職
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る （
31
）。
し
か

し
、
官
名
や
職
名
な
ど
を
持
つ
二
七
人
の
事
例
は
、
郷
望
が
属
し
た
社
会
階
層
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
ま
ず
は
、
そ
の

内
容
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う （
32
）。

官
名
や
職
名
な
ど
を
持
つ
郷
望
二
七
人
の
う
ち
、
三
人
は
前
職
名
を
記
載
し
て
お
り
、
と
く
に
「
郷
望
前
県
録
事
劉
懐
古
」（
九
行
目
）
と

「
郷
望
前
舒
王 

府 

帳
内
麹
思
太
」（
一
一
行
目
）
の
二
人
に
は
当
時
の
官
名
や
職
名
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、「
郷
望
品
子
麹
元
礼
」

（
一
四
行
目
）
の
「
品
子
」
は
官
名
や
職
名
で
は
な
く
、
職
事
官
・
散
官
六
品
～
九
品
の
子
と
勲
官
三
品
～
五
品
の
子
を
指
し
て
い
る （
33
）。
そ

の
た
め
、
本
碑
作
製
の
時
点
で
具
体
的
な
官
名
や
職
名
な
ど
を
持
つ
郷
望
は
、
上
記
の
三
人
を
除
く
二
四
人
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
郷
望
全

体
五
一
人
の
約
半
数
に
あ
た
る
二
四
人
（
四
七
％
）
が
郷
望
以
外
の
公
的
な
肩
書
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
一
郷
内
に
お
い
て
そ
の
割

合
の
多
さ
は
注
目
さ
れ
よ
う
。

職
事
官
は
「
郷
望
安
遠
別
将
騎
都
尉
畢
上
賓
」（
二
〇
行
目
）
の
み
で
あ
り
、
唐
代
の
折
衝
府
で
あ
る
安
遠
府
の
別
将
で
あ
る
。
安
遠
府
は

関
内
道
の
同
州
（
現
在
の
陝
西
省
大
荔
県
か
ら
山
西
省
永
済
市
の
間
）
に
置
か
れ
た
軍
府
で
あ
り （
34
）、
府
の
等
級
は
不
明
で
あ
る
が
、
別
将

の
品
階
は
上
府
で
正
七
品
下
、
中
府
で
従
七
品
上
、
下
府
で
従
七
品
下
と
な
る
。
ま
た
、
散
官
は
い
ず
れ
も
武
散
官
で
あ
り
、「
郷
望 

禦 

武

校
尉
郝
□ 

廉 

」（
二
二
行
目
）、「 

郷 

望
録
事
陪
戎
校
尉
馮
君
仵
」（
八
行
目
）、「
郷
望
陪
戎
校
尉
馮
□
□
」（
二
八
行
目
）
と
あ
る
よ
う
に
、

禦
武
校
尉
（
従
八
品
上
）
一
人
と
陪
戎
校
尉
（
従
九
品
上
）
二
人
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
郷
望
が
帯
び
た
職
事
官
・
散
官
の
官
品
は
七
品
～

九
品
と
理
解
で
き
る
。

さ
ら
に
、
郷
望
が
帯
び
た
官
名
の
中
で
最
も
多
い
の
は
勲
官
の
一
八
人
で
あ
り
、
最
上
位
の
上
柱
国
（
正
二
品
）
三
人
を
は
じ
め
、
軽
車

都
尉
（
従
四
品
上
）
一
人
、
騎
都
尉
（
従
五
品
上
）
三
人
、
雲
騎
尉
（
正
七
品
上
）
一
〇
人
と
「
□
騎
尉
」
一
人
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
う

ち
、「
□
騎
尉
」（
二
四
行
目
）
は
欠
字
の
た
め
に
官
名
を
特
定
し
が
た
い
も
の
の
、
勲
官
の
驍
騎
尉
（
正
六
品
上
）、
飛
騎
尉
（
従
六
品
上
）、
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雲
騎
尉
（
正
七
品
上
）、
武
騎
尉
（
従
七
品
上
）
の
い
ず
れ
か
を
指
す
こ
と
は
疑
い
な
い
。

こ
れ
ら
勲
官
を
帯
び
る
郷
望
の
う
ち
、
最
上
位
の
上
柱
国
を
保
有
す
る
麹
名
昉
（
四
行
目
）
は
、
高
宗
期
の
高
句
麗
遠
征
時
に
募
兵
六
〇

人
を
率
い
て
従
軍
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り （
35
）、
従
軍
に
よ
っ
て
勲
官
を
獲
得
・
上
昇
さ
せ
た
者
が
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
唐
代
で
は
征
行
・
鎮
軍
な
ど
で
の
軍
功
の
獲
得
以
外
で
も
、
皇
帝
即
位
や
改
元
な
ど
の
国
家
的
な
行
事
に
際
し
て
勲
官
を
賜
わ
る

こ
と
が
あ
り （
36
）、
郷
望
た
ち
が
勲
官
を
持
つ
に
至
っ
た
理
由
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
本
碑
中
か
ら
わ
ず
か
に
傾
向
を
探

る
と
、
郷
望
の
称
号
以
外
で
勲
官
の
み
を
持
つ
者
が
一
五
人
と
圧
倒
的
に
多
く
、
ま
た
官
名
で
は
雲
騎
尉
（
正
七
品
上
）
が
一
〇
人
と
七
割

近
く
を
占
め
て
い
た
。
郷
望
が
帯
び
た
勲
官
の
官
品
は
、
先
述
し
た
職
事
官
・
散
官
に
比
べ
て
二
品
～
七
品
と
幅
は
あ
る
が
、
そ
の
過
半
は

七
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
そ
の
他
の
職
名
（
先
述
し
た
前
職
三
人
と
品
子
一
人
を
除
く
）
を
挙
げ
る
と
、
録
事
三
人
、
建
忠
帥
一
人
、
郷
博
士
一
人
と
な

る
。
い
ず
れ
も
唐
代
史
料
で
は
稀
見
の
職
名
で
あ
る
た
め
、
以
下
に
説
明
を
加
え
る
。

ま
ず
は
「
録
事
」
の
三
人
（
五
、
八
、
三
一
行
目
）
で
あ
る
。
唐
代
の
石
刻
題
名
で
は
県
録
事
を
単
に
「
録
事
」
と
記
載
す
る
こ
と
が
多

く
、
一
見
す
る
と
本
碑
の
「
録
事
」
も
県
録
事
で
あ
る
か
に
思
え
る
。
し
か
し
、
本
碑
中
で
は
「
録
事
」
と
は
別
に
、「
郷
望
前
県
録
事
劉
懐

古
」（
九
行
目
）
の
記
載
も
あ
り
、「
録
事
」
と
「
県
録
事
」
が
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
県
録
事
の
定
員
数
は
上
県
で
二
人
、
中
県
・

中
下
県
・
下
県
で
各
一
人
で
あ
り
（『
唐
六
典
』
巻
三
〇
）、
鹿
泉
県
（
獲
鹿
県
）
の
等
級
が
『
新
唐
書
』
巻
三
九
・
地
理
志
三
・
河
北
道
や

『
元
和
郡
県
図
志
』
巻
一
七
・
河
北
道
二
で
中
県
と
あ
る
の
に
従
え
ば
、
鹿
泉
県
録
事
の
定
員
は
一
人
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
鹿
泉
県
下
の
郷

の
一
つ
で
あ
る
崇
善
郷
に
現
職
の
県
録
事
が
三
人
も
い
た
と
は
考
え
に
く
く
、
本
碑
の
「
録
事
」
は
県
録
事
と
は
別
の
職
名
と
判
断
せ
ざ
る

を
え
な
い
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
本
碑
と
同
じ
本
願
寺
石
刻
の
一
つ
で
あ
る
開
元
二
十
六
年
（
七
三
八
）
三
月
の
「
本
願
寺
銅
鐘
銘
」

で
あ
り
、
そ
の
碑
陰
に
は
「
県
□
事
」（
県
録
事
）
一
人
と
と
も
に
「
郷
録
事
」
七
人
の
供
養
人
題
名
が
確
認
で
き
る （
37
）。
本
碑
の
「
録
事
」

も
、
の
ち
の
「
本
願
寺
銅
鐘
銘
」
に
登
場
す
る
「
郷
録
事
」
と
同
様
の
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

次
の
「
建
忠
帥
」（
四
二
行
目
）
も
文
献
史
料
に
は
記
録
の
な
い
職
名
で
あ
る
が
、
孫
継
民
氏
の
優
れ
た
研
究
に
よ
っ
て
、
唐
代
の
行
軍
組
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織
で
営
主
と
隊
頭
の
中
間
に
位
置
す
る
軍
将
の
一
つ
で
あ
り
、
百
人
長
や
二
百
人
長
に
類
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る （
38
）。
先
行
研
究
で
は
「
建
忠
帥
」
を
折
衝
府
の
旅
帥
（
従
八
品
上
）
と
み
な
し
、
郷
望
が
持
つ
官
名
に
衛
官
を
加
え
て
い
た
が （
39
）、
そ
の

理
解
は
訂
正
が
必
要
で
あ
る
。
本
碑
中
で
は
衛
官
は
一
例
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

残
る
「
郷
博
士
」（
三
二
行
目
）
も
文
献
史
料
に
記
録
さ
れ
な
い
も
の
の
、
石
刻
史
料
に
は
登
場
す
る
職
名
で
あ
る （
40
）。
前
掲
の
「
本
願

寺
銅
鐘
銘
」
に
「
郷
博
士
趙
庭
、
郷
博
士
范
体
純
、
郷
博
士
杜
□
、
県
学
博
士
田
成
器
」（『
金
石
萃
編
補
略
』
巻
二
）
と
あ
り
、
題
記
中
で

県
（
学
）
博
士
と
並
列
さ
れ
る
の
を
み
れ
ば
、
郷
博
士
は
地
方
郷
学
の
教
授
者
と
推
察
さ
れ
る （
41
）。

上
記
の
郷
望
た
ち
の
官
名
や
職
名
を
ま
と
め
れ
ば
、
職
事
官
・
散
官
の
七
品
～
九
品
、
勲
官
の
二
品
～
七
品
（
過
半
は
七
品
）、
残
り
が
行

軍
組
織
の
軍
将
で
あ
る
建
忠
帥
、
録
事
（
郷
録
事
）、
郷
博
士
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
ご
く
一
部
の
高
位
の
勲
官
を
除
け
ば
、
そ
の
多
く
は

七
品
～
九
品
の
官
人
や
流
外
の
職
掌
人
で
あ
っ
た （
42
）。
ま
た
、
少
な
く
と
も
郷
望
五
一
人
の
う
ち
の
二
〇
人
が
具
体
的
な
官
名
や
職
名
を
持

た
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
本
碑
で
郷
望
の
称
号
を
持
つ
人
々
は
、
お
お
む
ね
七
品
以
下
の
官
人
か
ら
庶
民
に
ま
た
が
る
存
在
で
あ
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
る
。
上
記
の
結
果
は
、
武
周
「
百
門
陂
碑
」
に
登
場
す
る
郷
望
た
ち
が
、
お
よ
そ
地
方
の
下
級
官
人
、
雑
任
、
庶
民
で
あ

る
の
と
重
な
り
合
っ
て
お
り （
43
）、
こ
こ
か
ら
も
唐
代
前
期
の
村
落
社
会
に
お
け
る
郷
望
の
立
ち
位
置
が
窺
え
よ
う
。

（
二
）
郷
望
の
称
号
を
持
た
な
い
者

次
に
郷
望
の
比
較
対
象
と
な
る
郷
人
（
郷
望
の
称
号
を
持
た
な
い
者
）
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
本
碑
に
み
え
る
郷
人
は
六
六
人
で
あ
り
、

そ
の
内
訳
は
「
経
主
」
の
肩
書
の
み
が
四
八
人
、
官
名
や
職
名
を
持
つ
者
が
一
三
人
、
不
明
が
五
人
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
の
「
経

主
麹
義
周
」（
下
段
三
五
行
目
）
と
「
経
主
韓
起
賢
」（
下
段
四
一
行
目
）
の
二
人
は
、「
郷
望
雲
騎
尉
麹
義
周
」（
中
段
一
六
行
目
）、「
郷
望

前
県
倉
督
雲
騎
尉
韓
起
賢
」（
中
段
三
行
目
）
と
同
一
の
人
物
で
あ
り
、
郷
望
と
郷
人
の
両
方
の
供
養
人
題
名
に
名
を
列
ね
て
い
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
二
人
を
除
く
と
、
郷
人
の
全
体
数
は
六
四
人
、
実
際
に
「
経
主
」
の
肩
書
の
み
の
者
は
四
六
人
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
、
上
記
の
全
体
数
か
ら
不
明
者
五
人
を
除
い
た
人
数
（
五
九
人
）
の
う
ち
、
官
名
や
職
名
を
持
つ
者
（
一
三
人
）
の
割
合
を
み
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れ
ば
、
そ
の
数
値
は
二
二
％
に
止
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

郷
人
の
な
か
で
官
名
や
職
名
を
持
つ
一
三
人
の
う
ち
、
職
事
官
は
「
城
紀
府
左
果
毅
□
□
□
□
太
一
」（
下
段
三
四
行
目
）
と
「
州
市
令
畢

行
瑜
」（
下
段
二
五
行
目
）
の
二
人
で
あ
る
。「
城
紀
府
」
は
隴
右
道
の
秦
州
（
現
在
の
甘
粛
省
静
寧
県
の
西
南
）
に
設
置
さ
れ
た
成
紀
府
に

同
じ
と
考
え
ら
れ （
44
）、
府
の
等
級
は
不
明
で
あ
る
が
、
左
果
毅
都
尉
の
品
階
は
上
府
で
従
五
品
下
、
中
府
で
正
六
品
上
、
下
府
で
従
六
品
下

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
州
市
令
は
所
属
州
の
等
級
に
よ
っ
て
雑
任
も
し
く
は
職
事
官
と
身
分
が
異
な
る
も
の
の
、
開
元
十
八
年
（
七
三
〇
）
以

前
で
は
四
万
戸
以
上
の
州
の
市
令
は
流
内
官
（
従
九
品
上
か
）
で
あ
り （
45
）、『
元
和
郡
県
図
志
』
巻
一
七
・
河
北
道
二
・
恒
州
条
に
「
開
元

戸
四
万
二
千
六
百
九
十
四
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
本
碑
の
州
市
令
は
雑
任
で
は
な
く
職
事
官
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。

散
官
は
「
…
武
校
尉
□
□
…
」（
下
段
三
六
行
目
）
と
「
仁
勇
副
尉
麹
思
暕
」（
下
段
五
行
目
）
の
二
人
で
あ
り
、
前
者
は
昭
武
校
尉
（
正

六
品
上
）
も
し
く
は
禦
武
校
尉
（
従
八
品
上
）、
後
者
は
仁
勇
副
尉
（
正
九
品
下
）
で
と
も
に
武
散
官
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
郷
人
が
帯
び
た

職
事
官
・
散
官
の
官
品
は
、
お
よ
そ
六
品
～
九
品
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

最
も
多
い
の
は
勲
官
の
九
人
で
あ
り
、
上
柱
国
（
正
二
品
）
一
人
、
□
〔
騎
〕
都
尉
（
従
五
品
上
）
一
人
、
雲
騎
尉
（
正
七
品
上
）
七
人

が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
雲
騎
尉
が
八
割
近
く
を
占
め
る
。
郷
人
が
持
つ
勲
官
の
官
品
は
二
品
～
七
品
と
幅
が
あ
る
も
の
の
、

そ
の
大
半
は
七
品
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
職
事
官
・
散
官
・
勲
官
と
は
別
の
肩
書
を
持
つ
者
も
二
人
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
人
は
「
経
主
前
倉
督 

雲 

騎
尉
□
君
徴
」（
下

段
一
行
目
）
で
あ
り
、
雑
任
の
県
倉
督
の
前
任
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
碑
作
製
当
時
に
職
名
を
持
っ
て
い
た
の
は
、
も
う
一
人
の
「
経

主
雲
騎
尉
李
阿
毛
、
見
任
□
□
郷
頭
」（
下
段
一
三
行
目
）
の
み
と
な
る （
46
）。
李
阿
毛
の
題
名
は
『
常
山
貞
石
志
』
の
清
代
録
文
に
お
い
て

「
経
主
雲
騎
尉
李
阿
毛
、
息
□
□
郷
頭
」（
傍
線
は
筆
者
）
と
誤
読
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
従
来
の
村
落
制
度
研
究
で
は
注
意
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
清
代
拓
本
に
基
づ
く
本
碑
の
読
み
直
し
に
よ
っ
て
、
李
阿
毛
は
現
職
の
「
郷
頭
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
、

そ
の
前
の
欠
字
二
字
に
つ
い
て
も
、
後
ろ
の
一
字
は
文
字
下
半
の
残
画
か
ら
「
善
」
字
と
判
断
さ
れ
、
恒
州
鹿
泉
県
下
の
郷
名
で
あ
る
「
崇

善
」
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る （
47
）。
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唐
代
前
期
の
「
郷
頭
」
の
事
例
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
王
梵
志
の
作
と
さ
れ
る
「
当
郷
何
物
貴
」
と
「
村
頭
語
戸
主
」
の
二
つ
の
詩
か
ら
知

ら
れ
て
き
た （
48
）。
と
く
に
、「
郷
頭
」
を
主
役
と
し
た
前
者
の
詩
に
「
当
郷
何
物
貴
、
不
過
五
里
官
（
当
郷
何
物
か
貴
し
、
五
里
官
に
過
ぎ

ず
）」
や
「
管
戸
無
五
百
（
管
戸
は
五
百
無
し
）」
と
あ
る
の
を
み
れ
ば
、「
郷
頭
」
と
は
郷
（
五
百
戸
＝
五
里
）
の
行
政
的
な
責
任
者
で
あ
る

郷
長
（
唐
初
は
郷
正
）
を
指
す
と
み
て
よ
い （
49
）。
唐
代
の
郷
長
は
、
従
来
の
研
究
で
は
貞
観
十
五
年
（
六
四
一
）
十
一
月
に
廃
止
と
考
え
ら

れ
て
き
た
が
、
そ
の
後
に
も
郷
長
就
任
者
の
事
例
は
確
認
で
き
る
。
一
方
で
開
元
二
十
五
年
（
七
三
七
）
令
で
は
そ
の
設
置
が
想
定
さ
れ
て

お
ら
ず
、
こ
れ
以
前
に
廃
止
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い （
50
）。
本
碑
の
事
例
は
、
開
元
七
年
四
月
の
時
点
で
も
現
職
の
郷
長
が
存
在
し
た
こ

と
を
伝
え
て
お
り
、
唐
代
郷
里
制
の
施
行
形
態
を
考
え
る
う
え
で
貴
重
な
事
例
と
な
ろ
う
。
要
す
る
に
、
多
く
の
供
養
人
た
ち
の
所
属
先
で

あ
る
崇
善
郷
の
郷
長
も
、
郷
人
の
一
人
と
し
て
下
段
に
名
を
列
ね
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
事
例
に
よ
っ
て
、
同
時
期
の
同
一
郷
内

に
郷
長
と
郷
望
が
と
も
に
確
認
さ
れ
、
両
者
が
異
な
る
存
在
で
あ
る
こ
と
も
明
白
に
な
っ
た
。

以
上
の
整
理
に
基
づ
く
と
、
本
碑
中
の
郷
人
た
ち
が
持
つ
官
名
や
職
名
は
、
お
よ
そ
職
事
官
・
散
官
の
六
品
～
九
品
、
勲
官
の
二
品
～
七

品
（
大
半
が
七
品
）
と
崇
善
郷
の
郷
長
と
な
る （
51
）。
ま
た
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
郷
人
の
な
か
に
は
官
名
や
職
名
を
持
た
な
い
多
く
の
庶
民

が
含
ま
れ
て
い
た
。
郷
人
全
体
の
中
で
は
特
別
な
肩
書
を
持
た
な
い
庶
民
が
八
割
近
く
を
占
め
て
お
り
、
唐
初
よ
り
濫
授
さ
れ
た
と
い
わ
れ

る
勲
官
を
含
め
て
も
、
官
名
や
職
名
を
持
つ
者
は
少
数
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
三
）
郷
望
と
郷
人
の
関
係
性

こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
本
碑
の
供
養
人
題
名
に
み
え
る
郷
望
、
郷
人
そ
れ
ぞ
れ
の
内
訳
を
明
ら
か
に
し
、
両
者
の
属
す
る
社
会
階

層
を
探
っ
て
き
た
。
そ
の
内
容
を
改
め
て
示
せ
ば
、
郷
望
は
職
事
官
・
散
官
の
七
品
～
九
品
、
勲
官
の
二
品
～
七
品
、
建
忠
帥
、
録
事
（
郷

録
事
）、
郷
博
士
、
そ
の
他
の
庶
民
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
郷
人
に
は
職
事
官
・
散
官
の
六
品
～
九
品
、
勲
官
の
二
品
～
七
品
、
郷
長
、
そ
の

他
の
庶
民
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
、
郷
望
と
郷
人
が
帯
び
た
官
名
・
職
名
な
ど
の
内
容
や
等
級
は
、
お
お
む

ね
共
通
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
少
な
く
と
も
、
両
者
の
社
会
階
層
は
截
然
と
分
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
、
郷
望
や
そ
の
他
の
郷
人
と
当
地
の
郡
望
と
の
関
わ
り
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
八
世
紀
半
ば
に
通
行
し
て
い
た
姓
望
記
載
を
伝

え
る
『
広
韻
』
に
は
、「
中
山
」（
恒
州
）
の
郡
姓
と
し
て
「
甄
」（
巻
一
）、「
張
」（
巻
二
）、「
王
」（
巻
二
）、「
郎
」（
巻
二
）、「
劉
」（
巻

二
）、「
李
」（
巻
三
）
の
六
姓
が
登
載
さ
れ
る （
52
）。
そ
こ
で
上
記
の
郡
姓
と
本
碑
の
郷
望
・
郷
人
の
姓
と
の
重
な
り
を
確
認
す
る
と
、
郷
望

で
は
張
姓
（
五
人
）、
王
姓
（
二
人
）、
劉
姓
（
一
人
）、
李
姓
（
二
人
）
が
あ
り
、
そ
の
他
の
郷
人
で
は
張
姓
（
三
人
）、
劉
姓
（
二
人
）、
李

姓
（
五
人
）
が
あ
る
よ
う
に
、
両
者
に
特
別
の
違
い
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
本
碑
の
供
養
人
で
は
麹
姓
と
畢
姓
の
人
物
が
最
も
多
く
み
ら

れ
、
張
姓
、
王
姓
、
劉
姓
、
李
姓
は
中
核
姓
と
も
い
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、「
中
山
」（
恒
州
）
の
郡
姓
と
の
関
わ
り
か
ら
み
て

も
、
郷
望
と
郷
人
と
の
間
に
差
異
を
み
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る （
53
）。

以
上
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
郷
望
と
そ
の
他
の
郷
人
に
は
社
会
階
層
お
よ
び
郡
姓
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
差
異
が
な
か
っ
た
。

本
碑
に
登
場
す
る
郷
望
た
ち
も
崇
善
郷
に
所
属
す
る
俗
人
で
あ
り
、
彼
ら
が
中
下
級
官
人
か
ら
庶
民
に
ま
た
が
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
本
碑

の
郷
望
と
そ
の
他
の
郷
人
と
の
間
に
は
確
か
に
重
な
る
部
分
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
両
者
が
ま
っ
た
く
同
質
の
存
在
で
あ
る
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
か
ろ
う
。
郷
望
た
ち
は
本
碑
作
製
の
発
起
人
で
あ
り
、
経

碑
建
立
事
業
の
背
後
に
あ
る
法
会
の
活
動
で
も
中
心
的
な
立
場
に
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
供
養
人
題
名
の
配
列
が
郷
人
よ
り
上
位
に
あ
る
こ

と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
彼
ら
こ
そ
が
本
碑
の
供
養
人
の
中
で
最
大
の
経
主
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
縦
三
三
六
㎝
×
横
一
三
〇
㎝
も
の
大

型
経
碑
の
作
製
を
主
導
す
る
郷
望
た
ち
が
、
村
落
社
会
で
十
分
な
経
済
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

ま
た
、
本
願
寺
僧
に
よ
る
勧
化
を
郷
望
た
ち
が
受
け
た
の
ち
、
崇
善
郷
内
で
法
会
が
新
た
に
結
成
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
そ
こ
に

は
多
く
の
郷
人
が
参
加
し
て
お
り
、
郷
望
た
ち
が
郷
内
で
一
定
の
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
郷
望
や
郷
人
の
な
か

で
官
名
や
職
名
な
ど
を
帯
び
た
者
の
割
合
に
注
目
す
る
と
、
郷
望
が
約
五
割
、
郷
人
が
約
二
割
と
、
そ
こ
に
は
歴
然
と
し
た
差
が
あ
っ
た
。

両
者
が
帯
び
た
官
名
や
職
名
な
ど
の
内
容
・
等
級
の
み
を
み
れ
ば
顕
著
な
差
が
な
い
よ
う
に
思
え
る
も
の
の
、
郷
望
の
称
号
を
持
つ
人
々
に

は
、
そ
の
他
の
郷
人
と
比
べ
て
よ
り
高
い
地
位
に
あ
る
者
の
割
合
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、
従
来
見
落
と
さ
れ
て
き
た
が
、
本
碑
中
の
郷
望
と
郷
人
の
間
に
は
同
姓
で
輩
行
字
を
持
つ
者
が
確
認
で
き
る
。
中
段
の

東
洋
史
論
集
四
九
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郷
望
を
前
者
、
下
段
の
郷
人
を
後
者
と
し
て
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
れ
ば
、
Ａ
「
杜
行
実
」（
七
行
目
） 

― 「
杜
行
忠
」・「
杜
行
成
」・「
杜
行

澄
」（
五
、
八
、
二
三
行
目
）、
Ｂ
「
馮
君
仵
」（
八
行
目
） 

― 「
馮
君
威
」（
四
行
目
）、
Ｃ
「
麹
思
太
」（
一
一
行
目
） 

― 「
麹
思
暕
」・「
麹
思

□
」（
五
、
二
〇
行
目
）、
Ｄ
「
麹
義
周
」（
一
六
行
目
） 

― 「
麹
義
仙
」（
六
行
目
）、
Ｅ
「 

麹 

忠
恕
」（
二
三
行
目
） 

― 「
麹
忠
義
」（
二
三
行

目
）、
Ｆ
「
趙
元
封
」（
四
九
行
目
） 

― 「
趙
元
景
」（
七
行
目
）
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
郷
望
と
郷
人
は
血
縁
的
な
繋
が
り
を
持
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
Ａ
～
Ｆ
の
事
例
に
よ
っ
て
同
一
郷
内
の
同
族
同
世
代
間
で
も
郷
望
の
称
号
を
持
つ
者
と
持
た
な
い
者
が

と
も
に
存
在
し
て
お
り
、
両
者
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
先
に
郷
望
の
称
号
は
個
人
に
付
与
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し

た
が
、
そ
の
こ
と
は
上
記
の
内
容
か
ら
も
裏
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
本
碑
の
郷
望
た
ち
が
そ
の
他
の
郷
人
と
共
通
す
る
側
面
を
多
く
持
ち
な
が
ら
も
、
そ
れ
と
は
区
別
さ
れ
る
存
在

で
あ
り
、
郷
の
構
成
員
の
中
心
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
唐
令
や
唐
律
な
ど
の
法
制
史
料
で
郷
望
を
位
置
づ

け
、
そ
の
行
動
を
規
制
し
た
も
の
は
確
認
で
き
ず
、
村
落
社
会
に
お
い
て
郷
望
が
日
常
的
に
行
政
的
な
職
務
に
従
事
し
て
い
た
と
は
考
え
に

く
い （
54
）。
ま
た
、
郷
望
と
郷
人
の
違
い
は
、
王
朝
が
授
与
し
た
官
職
の
等
級
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
郷
の

行
政
的
な
責
任
者
で
あ
る
郷
長
が
郷
人
の
一
人
と
し
て
登
場
し
て
お
り
、
郷
望
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
な
い
の
を
み
れ
ば
、
郷
望
と
郷
人
と

の
関
係
が
村
落
行
政
と
は
別
の
次
元
で
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
郷
内
に
お
い
て
郷
望
と
そ
の
他
の
郷
人
は

区
別
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
行
政
的
・
制
度
的
な
意
味
で
の
上
下
関
係
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
か
つ
て
河
北
省
本
願
寺
の
境
内
に
建
て
ら
れ
て
い
た
唐
「
金
剛
経
碑
」
の
復
原
を
行
い
、
玄
宗
期
前
半
の
恒
州
鹿
泉
県
崇
善

郷
で
行
わ
れ
た
経
碑
建
立
事
業
の
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
本
碑
作
製
の
発
起
人
と
し
て
登
場
す
る
郷
望
た
ち
に
注
目
し
、

村
落
社
会
に
お
け
る
彼
ら
の
位
置
づ
け
を
探
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
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本
碑
の
記
録
は
清
代
の
石
刻
書
や
地
方
志
に
散
見
し
て
お
り
、
と
く
に
『
常
山
貞
石
志
』
に
は
碑
陰
の
録
文
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
唐
代
村
落
史
の
研
究
で
は
本
碑
の
内
容
が
早
く
よ
り
注
目
さ
れ
、
唐
代
前
期
の
郷
望
に
関
す
る
重
要
史
料
と
意
識
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
本
碑
の
実
物
は
所
在
不
明
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
拓
本
写
真
も
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
先
行
研
究
は
『
常
山
貞
石
志
』
の
録
文
に

基
づ
い
て
そ
の
一
部
を
利
用
し
た
も
の
の
、
実
際
に
は
碑
の
形
態
や
文
字
の
当
否
さ
え
判
然
と
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
近

年
に
実
施
し
た
清
代
拓
本
の
調
査
を
も
と
に
、
本
碑
の
形
態
復
原
、
新
録
文
の
提
示
、
史
料
情
報
の
再
整
理
を
行
い
、
本
碑
の
内
容
を
分
析

す
る
た
め
の
下
地
を
整
え
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
来
の
史
料
的
制
約
は
大
き
く
改
善
さ
れ
た
と
い
え
る
。

本
稿
で
提
示
し
た
新
た
な
録
文
を
踏
ま
え
て
、
碑
陰
上
段
の
「
造
碑
記
」
と
「
金
剛
般
若
石
経
讃
并
序
」
を
読
み
解
く
と
、
本
碑
は
開
元

七
年
（
七
一
九
）
四
月
八
日
の
仏
生
日
に
「
恒
州
鹿
泉
県
崇
善
郷
望
五
十
人
等
」
が
発
起
人
と
な
っ
て
作
製
し
た
経
碑
（
碑
陽
は
鳩
摩
羅
什

訳
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』）
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
諸
仏
の
加
護
に
思
い
を
い
た
し
つ
つ
、
仏
教
の
教
説
を
さ
ら
に
後
世
へ
と
伝
え
る
こ
と

に
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
碑
作
製
以
前
に
は
、
本
願
寺
僧
の
郷
望
へ
の
勧
化
、
郷
望
た
ち
の
信
仰
心
の
高
ま
り
、
郷
望
た
ち
在
家
信
者
に
よ
る

法
会
の
結
成
と
い
う
推
移
が
み
ら
れ
、
本
碑
の
作
製
や
建
立
も
法
会
の
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
前
述
し
た
「
造
碑
記
」
や
「
金
剛
般
若
石
経
讃
并
序
」
の
内
容
と
も
対
応
し
つ
つ
、
碑
陰
の
上
段
末
か
ら
下
段
に
は
供
養
人
題

名
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
本
碑
作
製
の
協
力
者
（
ま
た
は
出
資
者
）
が
列
挙
さ
れ
て
い
た
。
新
録
文
を
も
と
に
そ
の
内
容
を
整
理
す
る
と
、
本

碑
の
供
養
人
は
主
と
し
て
本
願
寺
僧
を
中
心
と
し
た
僧
尼
と
崇
善
郷
の
在
家
信
者
で
あ
り
、
そ
の
在
家
信
者
は
郷
望
と
そ
の
他
の
郷
人
（
郷

望
の
称
号
を
持
た
な
い
者
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
こ
で
本
碑
に
登
場
す
る
崇
善
郷
の
郷
望
（
五
一
人
）
と
郷

人
（
六
四
人
）
と
を
比
較
検
討
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
郷
望
の
特
徴
を
列
挙
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
郷
望
と
称
さ
れ
る
人
々
は
、
郷
（
五
百
戸
）
内
に
存
在
し
た
。

②
郷
望
の
称
号
は
、
家
族
や
同
族
の
単
位
で
付
与
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
個
人
に
付
与
さ
れ
て
い
た
。

③
郷
望
と
な
る
基
準
は
い
ま
だ
不
詳
で
あ
る
が
、
王
朝
の
授
与
し
た
官
職
の
有
無
や
そ
の
序
列
と
は
関
係
が
な
い
。

④�

郷
望
の
称
号
を
持
つ
人
々
の
内
訳
は
、
職
事
官
・
散
官
の
七
品
～
九
品
、
勲
官
の
二
品
～
七
品
（
過
半
は
七
品
）、
建
忠
帥
、
録
事
（
郷
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録
事
）、
郷
博
士
、
そ
の
他
の
庶
民
で
あ
る
。
た
だ
し
、
郷
人
の
内
訳
も
、
職
事
官
・
散
官
の
六
品
～
九
品
、
勲
官
の
二
品
～
七
品
（
大

半
が
七
品
）、
郷
長
、
そ
の
他
の
庶
民
と
な
っ
て
お
り
、
両
者
が
帯
び
た
官
名
・
職
名
な
ど
の
内
容
や
等
級
は
お
お
む
ね
共
通
し
て
い
た
。

⑤�

郡
望
と
の
関
わ
り
で
は
、
郷
望
の
姓
は
必
ず
し
も
当
地
の
郡
姓
と
対
応
し
て
お
ら
ず
（
部
分
的
な
一
致
に
と
ど
ま
り
）、
他
の
郷
人
と
の

間
に
も
特
別
の
違
い
が
み
ら
れ
な
い
。

こ
れ
ら
④
と
⑤
に
よ
り
、
郷
望
と
そ
の
他
の
郷
人
の
社
会
階
層
は
明
確
に
分
か
れ
て
お
ら
ず
、
重
な
り
合
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

⑥�

一
方
で
、
郷
望
た
ち
は
本
碑
作
製
の
発
起
人
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
あ
る
法
会
の
活
動
で
も
中
心
的
な
立
場
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
郷
内

で
は
十
分
な
経
済
力
や
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

⑦�

郷
望
や
郷
人
の
う
ち
官
名
や
職
名
な
ど
を
帯
び
た
者
の
割
合
に
注
目
す
る
と
、
前
者
が
約
五
割
、
後
者
が
約
二
割
で
歴
然
と
し
た
差
が

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
郷
望
の
称
号
を
持
つ
人
々
に
は
、
そ
の
他
の
郷
人
と
比
べ
て
よ
り
高
い
地
位
に
あ
る
者
の
割
合
が
多
い
。

⑧�

同
一
郷
内
の
同
族
同
世
代
間
で
も
、
郷
望
の
称
号
を
持
つ
者
と
持
た
な
い
者
は
明
確
に
書
き
分
け
ら
れ
て
区
別
さ
れ
て
い
た
。

上
記
の
⑥
～
⑧
に
よ
り
、
本
碑
の
郷
望
た
ち
が
そ
の
他
の
郷
人
と
共
通
す
る
側
面
を
多
く
持
ち
な
が
ら
も
、
そ
れ
と
は
区
別
さ
れ
る
存
在

で
あ
り
、
郷
の
構
成
員
の
中
心
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
と
く
に
、
郷
内
で
の
法
会
や
建
碑
と
い
っ
た
集
団
行
為
の
ま

と
め
役
を
担
っ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
郷
望
と
郷
人
の
関
係
は
、
王
朝
が
授
与
し
た
官
職
の
等
級
や
村
落
行
政
と
は
別
の
次

元
で
形
成
さ
れ
て
お
り
、
行
政
的
・
制
度
的
な
意
味
で
の
上
下
関
係
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
唐
代
玄
宗
期
の
村
落
社
会
に
お
け
る
郷
望
の
実
像
は
比
較
的
明
瞭
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
唐
代
の

郷
望
と
は
何
か
を
位
置
づ
け
な
お
す
た
め
に
は
、
本
碑
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
他
の
石
刻
史
料
に
残
る
断
片
的
な
事
例
を
再
解

釈
し
て
い
く
作
業
も
必
要
と
な
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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註
（
1
）	

初
期
の
代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
、
佐
竹
靖
彦
「
唐
宋
変
革
期
に
お
け
る
江
南
東
西
路
の
土
地
所
有
と
土
地
政
策
―
義
門
の
成
長
を
手
が
か
り
に
―
」

（『
唐
宋
変
革
の
地
域
的
研
究
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
〇
年
所
収
、
初
出
一
九
七
三
年
）、
愛
宕
元
「
唐
代
前
半
期
の
華
北
村
落
の
一
類
型
―
河
南
修
武

県
周
村
の
場
合
―
」、
同
「
唐
代
江
南
に
お
け
る
宗
教
的
関
係
を
媒
介
と
し
た
士
人
と
地
域
社
会
―
「
潤
州
仁
静
観
魏
法
師
碑
」
を
手
掛
り
に
―
」

（
と
も
に
『
唐
代
地
域
社
会
史
研
究
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
七
年
所
収
、
前
者
は
初
出
一
九
七
九
年
、
後
者
は
初
出
一
九
八
三
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
２
）	

中
村
治
兵
衛
「
再
び
唐
代
の
郷
に
つ
い
て
―
望
郷
と
耆
老
―
」（『
中
国
聚
落
史
の
研
究
』〈
中
村
治
兵
衛
著
作
集
３
〉
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
八
年
所

収
、
初
出
一
九
六
六
年
）
五
二
～
五
四
頁
。
船
越
泰
次
「
唐
代
均
田
制
下
に
お
け
る
佐
史
・
里
正
」（『
唐
代
両
税
法
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
所

収
、
初
出
一
九
六
八
年
）
三
六
二
～
三
六
三
頁
。
杉
井
一
臣
「
唐
代
前
半
期
の
郷
望
」（
唐
代
史
研
究
会
編
『
中
国
の
都
市
と
農
村
』
汲
古
書
院
、
一
九
九

二
年
所
収
）
三
〇
一
～
三
〇
六
頁
。
穴
沢
彰
子
「
唐
・
五
代
に
お
け
る
地
域
秩
序
の
認
識
―
郷
望
的
秩
序
か
ら
父
老
的
秩
序
へ
の
変
化
を
中
心
と
し
て

―
」（『
唐
代
史
研
究
』
第
五
号
、
二
〇
〇
二
年
）
五
〇
頁
。
ま
た
、
本
願
寺
旧
蔵
の
石
刻
史
料
全
体
を
取
り
上
げ
た
研
究
に
は
、
劉
淑
芬
「
従
本
願
寺
石

刻
看
唐
代
獲
鹿
的
地
方
社
会
」（『
中
古
的
仏
教
与
社
会
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
所
収
、
初
出
一
九
九
七
年
）
や
趙
満
「
開
元
天
宝
年
間
河
北
的

地
方
社
会
与
安
禄
山
叛
乱
中
的
新
興
文
士
」（
杜
文
玉
主
編
『
唐
史
論
叢
』
第
二
九
輯
、
三
秦
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
所
収
）
が
あ
り
、
そ
の
な
か
で
本
碑

の
一
部
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
３
）	

前
掲
註
（
２
）
穴
沢
彰
子
「
唐
・
五
代
に
お
け
る
地
域
秩
序
の
認
識
」
四
六
頁
お
よ
び
六
六
頁
の
表
１
を
参
照
。

（
４
）	

本
稿
で
用
い
る
主
な
文
献
史
料
に
つ
い
て
、『
易
経
』
は
十
三
経
注
疏
整
理
委
員
会
整
理
『
十
三
経
注
疏
（
整
理
本
）』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇

年
）、『
荘
子
』
は
郭
慶
藩
撰
『
荘
子
集
釈
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
一
年
）、『
新
唐
書
』
は
中
華
書
局
一
九
七
五
年
標
点
本
、『
唐
六
典
』
は
中
華
書
局
一
九

九
二
年
標
点
本
、『
通
典
』
は
中
華
書
局
一
九
八
八
年
標
点
本
、『
元
和
郡
県
図
志
』
は
中
華
書
局
一
九
八
三
年
標
点
本
、『
唐
会
要
』
は
上
海
古
籍
出
版
社

二
〇
〇
六
年
（
新
一
版
）
標
点
本
に
よ
る
。

（
５
）	

清
代
以
降
の
石
刻
書
や
地
方
志
に
収
録
さ
れ
た
本
碑
の
主
な
題
跋
に
つ
い
て
は
、
楊
殿
珣
編
『
石
刻
題
跋
索
引
（
増
訂
本
）』（
商
務
印
書
館
、
一
九
九
〇
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年
、
初
版
一
九
四
〇
年
）
刻
経
・
唐
、
二
三
八
頁
、
孫
貫
文
編
『
北
京
大
学
図
書
館
蔵
金
石
拓
片
草
目
』（
謄
写
印
刷
、
明
治
大
学
中
央
図
書
館
所
蔵
、
請

求
記
号
：
二
二
二
／
一
六
八
／
／
Ｄ
）
第
四
冊
、
三
三
五
葉
ａ
～
ｂ
を
参
照
。

（
６
）	
沈
濤
輯
『
常
山
貞
石
志
』（『
石
刻
史
料
新
編
』
一
八
、
新
文
豊
出
版
公
司
、
一
九
七
七
年
所
収
）
巻
八
・
唐
五
、
一
三
二
九
一
～
一
三
二
九
四
頁
。

（
７
）	

こ
の
他
、
陸
継
煇
撰
『
八
瓊
室
金
石
補
正
続
編
』（『
続
修
四
庫
全
書
』
第
九
〇
〇
冊
・
史
部
・
金
石
類
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
所
収
）
巻
二

五
・
唐
一
一
、
一
六
～
一
九
頁
に
碑
陰
の
録
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
上
記
の
録
文
は
『
常
山
貞
石
志
』
と
比
べ
て
も
文
字
の
未
読
や
誤
読
が
多

い
た
め
、
本
稿
で
は
参
考
に
止
め
る
。
ま
た
、
陸
心
源
編
『
唐
文
拾
遺
』（
董
誥
等
編
『
全
唐
文
』
中
華
書
局
影
印
、
一
九
八
三
年
所
収
）
巻
四
九
・
了
空

「
金
剛
般
若
石
経
讃
并
序
」
一
〇
九
三
六
頁
に
も
、
本
碑
の
碑
陰
の
上
段
六
～
四
九
行
目
に
相
当
す
る
録
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
『
常
山

貞
石
志
』
か
ら
の
再
録
で
あ
り
、
独
自
の
史
料
来
源
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
。
近
年
の
史
料
集
で
は
、
陳
尚
君
輯
校
『
全
唐
文
補
編
』（
中
華
書
局
、
二
〇

〇
五
年
）
巻
一
四
四
・
闕
名
、
一
七
五
二
頁
が
本
碑
の
造
碑
記
を
収
録
し
て
お
り
、
同
書
附
載
の
『
全
唐
文
又
再
補
』
巻
八
・
闕
名
、
二
三
七
三
～
二
三
七
四

頁
に
は
「
金
剛
般
若
石
経
讃
并
序
」
の
録
文
を
載
せ
る
。
た
だ
し
、
前
者
は
『
常
山
貞
石
志
』、
後
者
は
『
八
瓊
室
金
石
補
正
続
編
』
か
ら
の
再
録
で
あ
る
。

（
８
）	

樊
彬
輯
『
畿
輔
碑
目
』（『
石
刻
史
料
新
編
』
第
二
輯
二
〇
、
新
文
豊
出
版
公
司
、
一
九
七
九
年
所
収
）
巻
上
・
唐
、
一
四
七
八
三
頁
。
呉
式
芬
撰
『
攈
古

録
』（『
続
修
四
庫
全
書
』
第
八
九
五
冊
・
史
部
・
金
石
類
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
所
収
）
巻
八
・
唐
、
四
一
六
頁
。
呉
式
芬
撰
『
金
石
彙
目
分

編
』（『
石
刻
史
料
新
編
』
二
七
、
新
文
豊
出
版
公
司
、
一
九
七
七
年
所
収
）
巻
三
之
二
・
直
隷
・
正
定
府
・
獲
鹿
県
、
二
〇
七
〇
〇
頁
。
兪
錫
綱
修
、
曹
鑅

纂
『
光
緒
獲
鹿
県
志
』（『
中
国
地
方
志
集
成
・
河
北
府
県
志
輯
４
』
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
所
収
）
巻
一
三
・
金
石
志
、
三
〇
九
頁
。
丁
紹
基
撰

『
求
是
斎
碑
跋
』（『
石
刻
史
料
新
編
』
第
二
輯
一
九
、
新
文
豊
出
版
公
司
、
一
九
七
九
年
所
収
）
巻
二
・
唐
、
一
四
〇
二
八
頁
。
繆
荃
孫
撰
『
芸
風
堂
金
石

文
字
目
』（『
石
刻
史
料
新
編
』
二
六
、
新
文
豊
出
版
公
司
、
一
九
七
七
年
所
収
）
巻
五
・
唐
、
一
九
五
九
六
頁
。

（
９
）	

小
笠
原
宣
秀
「
唐
代
創
建
の
獲
鹿
本
願
寺
攷
」（『
支
那
仏
教
史
学
』
第
六
巻
第
三
号
〈
現
地
踏
査
報
告
特
輯
号
〉、
一
九
四
三
年
）
四
〇
～
五
二
頁
。

（
10
）	

前
掲
註
（
９
）
小
笠
原
宣
秀
「
唐
代
創
建
の
獲
鹿
本
願
寺
攷
」
四
五
頁
の
「
獲
鹿
本
願
寺
境
内
略
図
」
を
参
照
。
ま
た
、
同
論
文
四
七
頁
に
は
「
此
等

〔「
唐
檀
越
石
幢
」
と
「
唐
尊
勝
陀
羅
尼
経
幢
」
―
筆
者
註
〕
の
左
方
に
極
め
て
大
型
の
金
剛
般
若
経
の
碑
柱
が
立
つ
て
ゐ
る
。
之
も
寺
で
は
大
切
に
扱
は

れ
て
ゐ
る
も
の
で
、
石
で
囲
ひ
屋
根
を
つ
け
て
保
存
さ
れ
て
ゐ
る
。
拓
本
の
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
碑
陰
に
は
金
剛
経
の
讃
文
を
刻
し
、
開
元
七
年
四
月
の
建

立
な
る
こ
と
を
示
し
、
下
方
に
経
主
の
郷
望
姓
名
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
併
し
最
後
の
方
に
い
た
る
と
文
字
が
く
づ
れ
何
だ
か
落
書
き
式
の
箇
所
が
見
え
る
。」
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と
あ
り
、
当
時
の
本
碑
に
関
す
る
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）	
鹿
泉
市
史
志
編
纂
委
員
会
辦
公
室
編
『
獲
鹿
県
志
』（
中
国
檔
案
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
第
一
六
編
第
三
章
第
八
節
・
文
物
勝
跡
、
六
五
六
頁
。

（
12
）	
本
碑
の
内
容
は
清
代
拓
本
（
Ａ
一
四
一
四
五
〇
）
に
基
づ
い
て
把
握
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
拓
本
に
は
碑
陰
の
最
上
段
（
後
述
す
る
後
刻
の
箇
所
）
が
含

ま
れ
て
お
ら
ず
、
該
当
部
分
は
別
の
清
代
拓
本
（
〇
八
一
五
四
）
で
確
認
し
た
。
以
上
の
清
代
拓
本
の
調
査
は
、
二
〇
一
四
年
度
明
治
大
学
阿
部
英
雄
研
究

奨
励
金
を
得
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
13
）	

京
都
大
学
が
所
蔵
す
る
本
碑
の
碑
陽
拓
本
「
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
（
一
）
～
（
四
）」（
№
Ｔ
Ｏ
Ｕ
一
〇
三
九
Ａ
～
Ｄ
）
は
、「
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究

所
所
蔵
石
刻
拓
本
資
料
」（http:// kanji.zinbun.kyoto-u.ac.jp/ db-m

achine/ im
gsrv/ takuhon/

）
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
上
記
の
画
像
で
は
碑
首

部
分
の
細
部
の
実
寸
や
仏
龕
左
右
の
刻
字
の
有
無
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
拓
本
の
実
見
調
査
を
行
っ
た
。
筆
者
が
確
認
し
た
限
り
、
仏
龕
の
上
部
と
左
右
部

に
刻
字
は
な
い
。

（
14
）	

鳩
摩
羅
什
訳
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』（『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
八
巻
・
般
若
部
四
）
七
四
八
頁
ｃ
～
七
五
二
頁
ｃ
。
な
お
、
碑
陽
の
経
文
は
長
文
で
あ

る
た
め
、
本
稿
で
は
録
文
を
掲
出
し
な
い
。

（
15
）	

碑
陰
の
最
上
段
の
三
つ
の
遊
人
題
記
の
う
ち
、
判
読
可
能
な
中
央
の
題
記
に
は
「
周
覧
石
像
／
兼
閲
経
碑
／
甲
寅
八
月
／
下
休
」（
草
書
）
と
あ
り
、
右

側
の
題
記
に
は
「
進
士
王
公
漸
特
命
／
南
明
刊
石
是
年
九
／
月
十
七
日
記
」（
正
書
）
と
あ
る
の
が
確
認
で
き
る
。

（
16
）	

本
稿
で
の
碑
陰
録
文
の
訂
正
に
よ
っ
て
、『
常
山
貞
石
志
』
の
碑
陰
録
文
に
は
避
諱
字
・
誤
字
・
未
判
読
字
が
多
く
存
在
し
、
そ
の
訂
正
箇
所
は
欠
筆
の

文
字
を
除
い
て
も
九
〇
箇
所
以
上
に
の
ぼ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、『
常
山
貞
石
志
』
の
録
文
に
基
づ
く
先
行
研
究
の
分
析
に
も
、
史
料

的
に
不
確
か
な
部
分
が
少
な
く
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
新
録
文
を
も
と
に
検
討
を
進
め
、
先
行
研
究
の
不
備
は
必
要
に
応
じ
て
言
及
す
る
に

止
め
る
。

（
17
）	

『
易
経
』
繋
辞
上
伝
に
「
探
賾
索
隱
、
鉤
深
致
遠
（
賾
を
探
り
て
隱
を
索
め
、
深
き
を
鉤
り
て
遠
き
を
致
す
）」
と
あ
り
、『
荘
子
』
養
生
主
篇
第
三
に
「
安

時
而
処
順
、
哀
楽
不
能
入
也
（
時
に
安
ん
じ
て
順
に
処
れ
ば
、
哀
楽
も
入
る
能
わ
ざ
る
な
り
）」
と
あ
る
。

（
18
）	

唐
代
の
仏
教
造
像
銘
に
は
、
ご
く
一
部
に
三
教
優
劣
の
記
述
が
残
さ
れ
て
お
り
、
孔
子
や
老
子
・
荘
子
の
教
え
は
限
定
的
な
も
の
と
い
う
批
判
的
な
言
説

が
み
ら
れ
る
。
藤
井
淳
「
唐
代
宗
教
史
の
結
節
点
と
し
て
の
姚
𧦪
『
三
教
不
斉
論
』」（
藤
井
淳
編
『
最
澄
・
空
海
将
来
『
三
教
不
斉
論
』
の
研
究
』
国
書
刊
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行
会
、
二
〇
一
六
年
所
収
）
一
八
六
～
一
八
七
頁
を
参
照
。
本
碑
は
唐
代
の
三
教
優
劣
の
記
述
を
残
す
仏
教
史
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。
碑
陰
の
上
段
四

九
行
目
に
よ
る
と
、
撰
文
者
は
「
大
雲
寺
僧
了
空
」
と
あ
る
。

（
19
）	
唐
代
前
期
の
社
会
に
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
が
普
及
し
、
そ
の
受
持
・
読
誦
が
現
世
利
益
（
と
く
に
延
命
）
に
結
び
つ
く
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

は
、
高
橋
佳
典
「
玄
宗
朝
に
お
け
る
『
金
剛
経
』
信
仰
と
延
命
祈
願
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
教
』
第
一
六
号
、
一
九
九
九
年
）、
佐
野
誠
子
「
隋
唐
に
お
け

る
仏
教
冥
界
遊
行
譚
の
変
化
―
閻
羅
王
と
金
剛
経
そ
し
て
創
作
の
萌
芽
―
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
文
学
第
六
三
号
、
二
〇
一
七
年
）
を

参
照
。
本
碑
の
経
文
選
択
の
背
景
に
も
、
大
乗
経
典
と
し
て
の
重
要
性
に
加
え
、
こ
の
よ
う
な
現
世
利
益
が
意
識
さ
れ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

（
20
）	

唐
代
の
法
会
の
様
態
に
つ
い
て
は
、
大
谷
光
照
「
唐
代
仏
教
の
儀
礼
―
特
に
法
会
に
就
い
て
（
一
）（
二
・
完
）」（『
史
学
雑
誌
』
第
四
六
編
第
一
〇

号
・
第
一
一
号
、
一
九
三
五
年
）
を
参
照
。

（
21
）	

曾
我
部
静
雄
「
社
会
と
い
う
語
の
意
味
」（『
中
国
社
会
経
済
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
所
収
、
初
出
一
九
六
二
年
）
三
～
一
九
頁
。

（
22
）	

咸
亨
五
年
三
月
十
日
詔
に
み
え
る
諸
種
の
社
の
形
態
が
、
の
ち
の
九
・
十
世
紀
の
敦
煌
の
社
に
も
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
土
肥
義
和
「
唐
・
北
宋
間
の

「
社
」
の
組
織
形
態
に
関
す
る
一
考
察
―
燉
煌
の
場
合
を
中
心
に
―
」（『
燉
煌
文
書
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
二
〇
年
所
収
、
初
出
一
九
九
五
年
）

を
参
照
。

（
23
）	

春
秋
二
社
に
仏
教
的
な
改
変
を
加
え
た
南
北
朝
時
代
の
「
法
社
」
の
出
現
を
は
じ
め
と
し
、
唐
五
代
以
降
に
春
秋
二
社
と
仏
教
と
の
距
離
が
よ
り
近
づ
い

て
い
く
こ
と
は
、
郝
春
文
『
中
古
時
期
社
邑
研
究
』（
新
文
豊
出
版
公
司
、
二
〇
〇
六
年
）
の
第
一
章
や
第
二
章
第
二
節
に
お
い
て
詳
論
さ
れ
て
い
る
。

（
24
）	

本
願
寺
石
刻
中
の
「
都
検
校
」
が
経
碑
の
作
製
・
建
立
時
の
管
理
責
任
者
で
あ
る
こ
と
は
、
前
掲
註
（
２
）
劉
淑
芬
「
従
本
願
寺
石
刻
看
唐
代
獲
鹿
的
地

方
社
会
」
一
二
五
～
一
二
六
頁
を
参
照
。
本
碑
の
供
養
人
中
の
俗
人
で
「
維
那
」
の
肩
書
を
持
つ
の
も
趙
仁
審
の
み
で
あ
る
。

（
25
）	

武
周
「
本
願
寺
僧
知
愻
等
尊
勝
幢
記
」（
一
名
「
本
願
寺
造
石
象
堂
并
建
経
幢
記
」）
の
録
文
は
、
前
掲
註
（
６
）
沈
濤
輯
『
常
山
貞
石
志
』
巻
七
・
唐

四
、
一
三
二
七
五
～
一
三
二
七
六
頁
、
陸
増
祥
編
『
八
瓊
室
金
石
補
正
』（『
石
刻
史
料
新
編
』
七
、
新
文
豊
出
版
公
司
、
一
九
七
七
年
所
収
）
巻
四
六
・
唐

一
八
、
四
七
三
八
～
四
七
三
九
頁
を
参
照
。

（
26
）	

唐
「
本
願
寺
石
幢
」（
一
名
「
本
願
寺
曽
慶
善
等
造
幢
題
名
」）
の
録
文
は
、
前
掲
註
（
６
）
沈
濤
輯
『
常
山
貞
石
志
』
巻
七
・
唐
四
、
一
三
二
八
〇
～
一

三
二
八
七
頁
、
前
掲
註
（
25
）
陸
増
祥
編
『
八
瓊
室
金
石
補
正
』
巻
四
六
・
唐
一
八
、
四
七
三
九
～
四
七
四
七
頁
を
参
照
。
具
体
的
に
は
、「
幢
主
昭
武
校
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尉
馮
君
仵
、
妻
張
…
…
仵
息
嘉
瞻
」（「
瞻
」
字
は
「
贍
」
字
の
誤
記
・
誤
刻
か
）、「
幢
主
郷
博
士
畢
武
定
」（「
定
」
字
は
「
之
」
字
の
誤
記
・
誤
刻
で
あ
ろ

う
）
の
題
名
が
確
認
で
き
る
。「
本
願
寺
石
幢
」
と
本
碑
の
供
養
人
が
一
部
重
な
る
こ
と
は
、
つ
と
に
前
掲
註
（
２
）
杉
井
一
臣
「
唐
代
前
半
期
の
郷
望
」

三
〇
六
頁
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
本
願
寺
石
幢
」
の
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
、
上
段
に
大
字
で
「
応
天
神
龍
皇
帝
」「
順
天
翊
聖
皇
后
」
と
あ
り
、

景
龍
元
年
（
七
〇
七
）
九
月
五
日
～
景
龍
四
年
（
七
一
〇
）
六
月
二
日
ま
で
用
い
ら
れ
た
中
宗
の
尊
号
「
応
天
神
龍
皇
帝
」
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
た
め
、

『
常
山
貞
石
志
』
の
題
跋
が
指
摘
す
る
通
り
、
本
石
幢
は
唐
代
の
景
龍
年
間
に
作
製
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
唐
中
宗
の
尊
号
の
変
遷
は
、
戸
崎
哲
彦
「
唐

諸
帝
号
攷
（
上
）
―
皋
陶
か
ら
睿
宗
ま
で
―
」（『
彦
根
論
叢
』
第
二
六
四
号
、
一
九
九
〇
年
）
九
二
～
九
四
頁
を
参
照
。

（
27
）	

③
俗
人
と
④
僧
尼
の
分
類
に
つ
い
て
、
両
者
の
境
目
に
位
置
す
る
下
段
三
八
行
目
に
は
一
行
空
き
が
あ
り
、
供
養
人
題
名
で
は
形
式
上
で
も
③
と
④
が
書

き
分
け
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
③
で
は
下
段
の
一
行
目
と
一
四
行
目
の
下
方
に
比
丘
尼
の
題
名
が
あ
り
、
④
で
は
下
段
の
四
一
行
目
と
四
九
行
目
に
俗
人

の
題
名
が
あ
る
よ
う
に
、
ご
く
一
部
で
は
例
外
的
な
題
名
の
配
置
も
行
わ
れ
て
い
る
。

（
28
）	

「
崇
善
郷
」
の
供
養
人
（「
幢
主
」）
を
列
挙
し
た
箇
所
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
幢
主
昭
武
校
尉
上
柱
国
前
県
録
事
畢
行
瑜
」、「
幢
主
上
柱
国
邵
仁
重
」

と
し
て
登
場
す
る
。

（
29
）	

前
掲
註
（
２
）
杉
井
一
臣
「
唐
代
前
半
期
の
郷
望
」
三
〇
五
頁
、
前
掲
註
（
２
）
劉
淑
芬
「
従
本
願
寺
石
刻
看
唐
代
獲
鹿
的
地
方
社
会
」
一
二
七
頁
。
こ

れ
と
は
別
に
、
前
掲
註
（
２
）
穴
沢
彰
子
「
唐
・
五
代
に
お
け
る
地
域
秩
序
の
認
識
」
五
〇
頁
は
郷
望
の
人
数
を
四
七
人
と
記
し
、
前
掲
註
（
２
）
趙
満

「
開
元
天
宝
年
間
河
北
的
地
方
社
会
与
安
禄
山
叛
乱
中
的
新
興
文
士
」
一
四
頁
は
五
三
人
と
記
す
が
、
い
ず
れ
も
誤
り
で
あ
る
。

（
30
）	

前
掲
註
（
２
）
杉
井
一
臣
「
唐
代
前
半
期
の
郷
望
」
三
〇
五
頁
で
は
、
本
碑
の
郷
望
の
官
職
名
を
整
理
し
た
際
に
、
郷
望
と
郷
望
の
息
子
の
官
職
名
を
混

ぜ
て
提
示
し
て
い
る
が
、
両
者
は
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。

（
31
）	

前
掲
註
（
２
）
杉
井
一
臣
「
唐
代
前
半
期
の
郷
望
」
三
〇
四
頁
を
参
照
。

（
32
）	

本
碑
中
の
官
職
の
品
階
は
『
唐
六
典
』
の
記
載
に
基
づ
き
、
そ
の
一
部
を
『
通
典
』
よ
り
補
う
。

（
33
）	

唐
代
の
品
子
の
対
象
範
囲
は
、
西
村
元
佑
「
唐
代
敦
煌
差
科
簿
を
通
じ
て
み
た
唐
均
田
制
時
代
の
徭
役
制
度
―
大
谷
探
検
隊
将
来
、
敦
煌
・
吐
魯
番
古

文
書
を
参
考
史
料
と
し
て
―
」（『
中
国
経
済
史
研
究
―
均
田
制
度
篇
―
』
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
八
年
所
収
、
初
出
一
九
六
〇
年
）
六
三
一
～
六

三
六
頁
、
速
水
大
「
勲
官
の
負
担
と
報
酬
―
唐
代
の
律
令
官
制
に
お
け
る
勲
官
の
位
置
―
」（『
唐
代
勲
官
制
度
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
年
所
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収
）
二
五
七
～
二
五
九
頁
を
参
照
。

（
34
）	
張
沛
『
唐
折
衝
府
滙
考
』（
三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
六
五
頁
、
三
四
三
頁
を
参
照
。

（
35
）	
前
掲
註
（
６
）
沈
濤
輯
『
常
山
貞
石
志
』
巻
八
・
唐
五
、
一
三
三
〇
一
頁
、
前
掲
註
（
２
）
劉
淑
芬
「
従
本
願
寺
石
刻
看
唐
代
獲
鹿
的
地
方
社
会
」
一
二

九
～
一
三
〇
頁
を
参
照
。
ま
た
、
唐
初
に
勲
官
が
濫
授
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
速
水
大
「
唐
太
宗
の
高
句
麗
親
征
と
勲
官
の
濫
授
」（『
唐
代
勲
官
制
度

の
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
年
所
収
）
を
参
照
。

（
36
）	

頼
亮
郡
「
唐
代
勲
官
与
汎
勲
在
軍
功
的
作
用
」（『
唐
宋
律
令
法
制
考
釈
―
法
令
実
施
与
制
度
変
遷
』
元
照
出
版
、
二
〇
一
〇
年
所
収
）
二
六
三
～
二
七

二
頁
を
参
照
。

（
37
）	

唐
「
本
願
寺
銅
鐘
銘
」
の
録
文
は
、
前
掲
註
（
６
）
沈
濤
輯
『
常
山
貞
石
志
』
巻
九
・
唐
六
、
一
三
三
一
三
～
一
三
三
一
五
頁
、
王
言
撰
『
金
石
萃
編
補

略
』（『
石
刻
史
料
新
編
』
五
、
新
文
豊
出
版
公
司
、
一
九
七
七
年
所
収
）
巻
二
、
三
五
九
四
～
三
五
九
六
頁
を
参
照
。
本
願
寺
石
刻
中
に
「
郷
録
事
」
の
職

名
が
登
場
す
る
こ
と
は
、
前
掲
註
（
２
）
船
越
泰
次
「
唐
代
均
田
制
下
に
お
け
る
佐
史
・
里
正
」
三
六
七
～
三
六
八
頁
の
註
（
19
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
38
）	

孫
継
民
『
唐
代
行
軍
制
度
研
究
』（
文
津
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
一
七
六
～
一
八
二
頁
、
お
よ
び
同
「
釈
唐
代
軍
職
建
忠
帥
和
立
義
帥
」（『
文
史
』
第

四
三
輯
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

（
39
）	

前
掲
註
（
６
）
沈
濤
輯
『
常
山
貞
石
志
』
巻
八
・
唐
五
、
一
三
二
九
四
頁
、
前
掲
註
（
２
）
杉
井
一
臣
「
唐
代
前
半
期
の
郷
望
」
三
〇
五
頁
。
な
お
、
唐

代
の
衛
官
の
分
類
と
そ
の
位
置
づ
け
は
、
愛
宕
元
「
唐
代
に
お
け
る
官
蔭
入
仕
に
つ
い
て
―
衛
官
コ
ー
ス
を
中
心
と
し
て
―
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
三

五
巻
第
二
号
、
一
九
七
六
年
）、
劉
琴
麗
「
門
蔭
入
仕
―
以
衛
官
為
中
心
―
」（『
唐
代
武
官
選
任
制
度
初
探
』
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年

所
収
）
を
参
照
。

（
40
）	

前
掲
註
（
１
）
愛
宕
元
「
唐
代
江
南
に
お
け
る
宗
教
的
関
係
を
媒
介
と
し
た
士
人
と
地
域
社
会
」
三
五
四
頁
の
註
（
30
）
を
参
照
。

（
41
）	

唐
代
の
郷
学
は
、『
通
典
』
巻
五
三
・
礼
一
三
・
大
学
条
に
「〔
武
徳
〕
七
年
詔
、
諸
州
県
及
郷
、
並
令
置
学
。（〔
武
徳
〕
七
年
詔
す
、
諸
州
県
及
び
郷
に

は
、
並
び
に
学
を
置
か
し
め
よ
。）」
と
あ
り
、
唐
初
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
宋
社
洪
「
唐
代
郷
学
性
質
考
論
」

（『
社
会
科
学
戦
線
』
二
〇
〇
八
年
第
四
期
）
を
参
照
。

（
42
）	

こ
の
傾
向
は
郷
望
の
息
子
た
ち
で
も
同
様
で
あ
る
。
麹
名
昉
の
息
子
・
麹 

玄 

鑑
（
中
段
四
行
目
）
は
「
陪 

戎 

□
尉
」（
陪
戎
校
尉
か
陪
戎
副
尉
）、
杜
行
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実
の
息
子
・
杜
崇
礼
（
中
段
七
行
目
）
は
「
陪
戎
校
尉
」
と
あ
り
、
武
散
官
で
従
九
品
上
～
従
九
品
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

（
43
）	
拙
稿
「
武
周
時
代
の
村
落
制
度
と
基
層
社
会
の
人
的
結
合
―
河
南
省
輝
県
市
文
物
管
理
局
蔵
「
百
門
陂
碑
」
の
分
析
を
中
心
に
―
」（『
法
律
論
叢
』

第
九
〇
巻
第
二
・
三
合
併
号
、
二
〇
一
七
年
）
八
五
頁
。
雑
任
の
分
類
は
、
趙
璐
璐
「
唐
代
〝
雑
任
〟
考
―
《
天
聖
令
・
雑
令
》〝
雑
任
〟
条
解
読
―
」

（
栄
新
江
主
編
『
唐
研
究
』
第
一
四
巻
、
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
所
収
）
を
参
照
。

（
44
）	

前
掲
註
（
６
）
沈
濤
輯
『
常
山
貞
石
志
』
巻
八
・
唐
五
、
一
三
二
九
四
頁
、
中
村
裕
一
「
隋
唐
軍
府
索
引
」（『
大
業
雑
記
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇

五
年
所
収
）
二
四
頁
お
よ
び
三
〇
頁
。
ま
た
、
成
紀
府
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
34
）
張
沛
『
唐
折
衝
府
滙
考
』
二
二
七
～
二
二
八
頁
、
三
五
九
頁
を
参
照
。

（
45
）	

前
掲
註
（
43
）
趙
璐
璐
「
唐
代
〝
雑
任
〟
考
」
四
九
九
～
五
〇
〇
頁
。

（
46
）	

李
阿
毛
の
題
名
の
次
行
に
は
、「
経
主
李
阿
毛
尚
」
と
い
う
題
名
（
下
段
一
四
行
目
）
も
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
文
面
か
ら
み
る
に
、
後
者
の
「
毛
」

字
は
目
移
り
に
よ
る
衍
字
と
推
測
さ
れ
、
該
当
部
分
は
李
阿
尚
の
題
名
と
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

（
47
）	

恒
州
鹿
泉
県
に
所
属
す
る
郷
と
し
て
は
、
封
龍
郷
、
光
泉
郷
、
豊
閏
郷
、
崇
善
郷
の
四
つ
が
知
ら
れ
て
い
る
。
前
掲
註
（
２
）
劉
淑
芬
「
従
本
願
寺
石
刻

看
唐
代
獲
鹿
的
地
方
社
会
」
一
三
一
頁
。
こ
の
う
ち
、
郷
名
で
「
善
」
字
を
含
む
の
は
崇
善
郷
の
み
で
あ
る
。

（
48
）	

王
梵
志
著
、
項
楚
校
注
『
王
梵
志
詩
校
注
（
増
訂
本
）』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
上
冊
、
一
〇
九
～
一
一
六
頁
。

（
49
）	

王
梵
志
詩
中
で
は
、
唐
代
村
落
制
度
に
関
す
る
職
名
と
し
て
、「
郷
頭
」
以
外
に
「
里
正
」（
巻
二
「
佐
史
非
台
補
」、
巻
五
「
富
饒
田
舎
児
」「
貧
窮
田
舎

漢
」）・「
里
長
」（
巻
五
「
不
見
念
仏
声
」）
と
「
村
頭
」（
巻
二
「
村
頭
語
戸
主
」、
巻
五
「
貧
窮
田
舎
漢
」）
が
登
場
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
里
正
と
村
正
を

指
す
。
詩
の
題
名
と
収
録
巻
は
前
掲
註
（
48
）
王
梵
志
著
、
項
楚
校
注
『
王
梵
志
詩
校
注
（
増
訂
本
）』
上
下
冊
に
よ
る
。
里
正
・
村
正
と
は
別
に
、
郷
の

行
政
的
な
責
任
者
と
し
て
「
郷
頭
」
が
登
場
す
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。「
郷
頭
」
の
用
語
に
つ
い
て
は
、
曹
翔
『
王
梵
志
詩
詞
滙
研
究
』（
南
京
大

学
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
六
六
～
六
七
頁
も
参
照
。

（
50
）	

以
上
の
唐
代
郷
長
に
関
す
る
内
容
は
、
拙
稿
「
唐
初
村
落
制
度
の
「
新
史
料
」
―
西
安
碑
林
博
物
館
蔵
「
荔
非
明
達
等
四
面
造
像
題
名
」
の
再
検
討

―
」（『
明
大
ア
ジ
ア
史
論
集
』
第
一
七
号
、
二
〇
一
三
年
）
一
三
～
一
五
頁
、
同
「
唐
代
前
期
村
落
制
度
構
造
の
再
検
討
」（『
唐
代
史
研
究
』
第
一
七

号
、
二
〇
一
四
年
）
三
五
頁
を
参
照
。

（
51
）	

郷
人
の
題
名
に
残
る
息
子
た
ち
の
官
名
も
確
認
す
る
と
、「
陪
戎
校
尉
」（
武
散
官
従
九
品
上
、
下
段
二
行
目
）、「
雲
騎
尉
」（
勲
官
正
七
品
上
、
下
段
一

東
洋
史
論
集
四
九
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八
行
目
）、「
□
□
常
選
、
上
柱
国
」（
常
選
＋
勲
官
正
二
品
、
下
段
三
四
行
目
）
と
な
り
、
散
官
・
勲
官
と
も
に
郷
人
と
同
様
の
傾
向
を
示
す
。

（
52
）	
周
祖
謨
校
『
広
韻
校
本
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
第
四
版
、
初
版
一
九
六
〇
年
）
上
冊
。
ま
た
、『
広
韻
』
所
載
の
郡
姓
に
つ
い
て
は
、
池
田
温
「
唐

代
の
郡
望
表
―
九
・
十
世
紀
の
敦
煌
写
本
を
中
心
と
し
て
―
」（『
唐
史
論
攷
―
氏
族
制
と
均
田
制
―
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
四
年
所
収
、
初
出
一

九
五
九
年
・
一
九
六
〇
年
）
三
八
～
三
九
頁
、
五
八
～
六
〇
頁
を
参
照
。

（
53
）	

前
掲
註
（
２
）
穴
沢
彰
子
「
唐
・
五
代
に
お
け
る
地
域
秩
序
の
認
識
」
四
九
頁
は
、
唐
代
の
郷
望
と
郡
望
と
の
関
わ
り
を
強
調
し
て
、
彼
ら
を
地
域
の
名

門
と
み
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
碑
に
関
し
て
い
え
ば
、
郷
望
の
姓
は
必
ず
し
も
郡
姓
と
対
応
せ
ず
、
他
の
郷
人
の
姓
と
郡
姓
と
の
対
応
に
比
べ
て
も
ほ

と
ん
ど
差
異
が
な
い
の
で
あ
り
、
上
記
の
穴
沢
氏
の
理
解
と
は
合
致
し
な
い
。

（
54
）	

唐
代
の
郷
望
が
登
場
す
る
同
時
代
史
料
（
碑
文
や
造
像
記
）
は
、
現
時
点
で
本
碑
を
含
め
て
一
九
点
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
史
料
か
ら
も
郷
望
が
行
政
的
な

職
務
に
従
事
し
た
事
例
は
確
認
で
き
な
い
。

［
附
記
］
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（18 K12526 , 18 K01005 , 20 K13205

）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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